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健康づくりの「あいら、～ミ湯の会」が誕生（H月）

　　　　　　　　　　　　　　隔、．　曙　，謁齢贈．．，一
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塑
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－
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顧
．
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．

デイホーム「やまびこ」が開所（9月）
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鎌 平成6年 平成7年 平成8年

高　齢　化　率

　　％
19．1

　　％
19．7

　　％
20．4

8，704人

45，596人

8，956人

45，474人

9，236人

45，265人

高齢者のみの世帯
　　世帯
1，018

　　世帯
1，100

　　世帯
1，266

一人暮らし老人
　　人
318

　　人
363

　　人
388

ねたきり老人
　　人
187

　　人
214

　　人
232

痴　呆　老　人
　　人
73

　　人
82

　　人
98

①数字は各年の4月1日現在の住民基本台帳人口です。

②数字は、65歳以上の人口です。

　
人
口
に
占
め
る
6
5
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
を
高
齢
化
率
と
言
い
ま
す
。
十
日

町
市
の
高
齢
化
率
は
、
今
年
4
月
1
日
現
在
で
右
の
表
の
よ
う
に
2
0
・
4
％
と

4
人
に
1
人
が
6
5
歳
以
上
の
人
た
ち
で
す
。
長
い
人
生
の
経
験
を
生
か
し
て
く

れ
る
知
恵
袋
の
皆
さ
ん
で
す
。
必
然
性
と
し
て
病
気
に
も
な
り
や
す
い
年
齢
で

も
あ
り
ま
す
。
十
日
町
市
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
福
祉

の
充
実
を
柱
に
据
え
、
「
つ
よ
い
町
、
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
を
ス
回
ー
ガ

ン
に
、
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
と
も
に
交
流
し
助
け

合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ー
お
年
寄
り
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
2
．
3
ペ
ー
ジ
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
4
・

5
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
を
訪
問

　
　
　
　
し
て
、
食
事
・
排
泄
・
入
浴
な
ど
の

　
　
　
　
介
護
、
調
理
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
の

　
　
　
　
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
介
護
に
関
す

　
　
　
　
る
相
談
・
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
利
用
料
　
1
時
間
…
無
料
か
ら
9

　
　
　
　
　
1
0
円
の
6
段
階
（
生
計
中
心
者

　
　
　
　
　
の
所
得
税
額
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
　
　
　
　
介
護
す
る
人
が
病
気
・
事
故
・
冠

岬ハ

鰍
灘
　
　
蝋

婚
葬
祭
・
旅
行
・
休
養
な
ど
で
、
一

時
的
に
家
庭
内
で
の
介
護
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
、
老
人
ホ
ー
ム
が

介
護
者
に
代
わ
っ
て
お
世
話
し
ま
す
。

　
期
間
は
、
1
回
当
た
り
7
日
以
内

で
す
（
や
む
を
え
な
い
場
合
は
延
長

可
）
。〈
三
好
園
〉
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆

　
性
の
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
2
、
1
4
0
円

〈
妻
有
荘
〉
一
人
で
用
が
足
り
る
虚

　
弱
の
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
1
、
6
5
0
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
）

　
お
年
寄
り
同
士
の
交
流
や
、
入
浴
・

食
事
な
ど
を
し
な
が
ら
日
中
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
お
宅
か
ら
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。

〈
三
好
園
〉
寝
た
き
り
の
人
、
痴
呆

　
性
の
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
1
、
1
0
0
円

〈
つ
ま
り
の
里
〉
寝
た
き
り
や
、
痴

　
呆
性
の
人
が
対
象
で
す
。

　
家
庭
で
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
お
年
寄
り
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
総
合
登
録
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
各
種
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
1
回
の
総
合
登
録
が
必
要
で
す
。
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
相

談
窓
口
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
”
申
請
書
を
市
社
会
福
祉
事
務
所
・
高
齢
福

祉
係
（
盈
57
－
3
1
1
1
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
＝
一
好
園
（
下
条
中
央
通
り
智
5
6
1
2
1
3
4
）
・

つ
ま
り
の
里
（
幸
町
智
5
8
－
2
0
5
0
）
に
あ
り
ま
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
1
、
1
0
0
円

〈
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
〉
寝
た
き
り
の

　
人
、
痴
呆
性
の
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
1
、
0
5
0
円

※
三
好
園
、
つ
ま
り
の
里
、
フ
ァ
ミ

　
ー
ル
川
西
は
居
住
区
域
に
よ
り
利

　
用
施
設
決
定

〈
平
成
園
〉
一
人
で
用
が
足
り
る
虚

　
弱
の
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
5
0
0
円

〈
デ
イ
ホ
ー
ム
や
ま
び
こ
〉
一
人
で

　
用
が
足
り
る
人
、
軽
い
痴
呆
性
の

　
人
が
対
象
で
す
。

　
利
用
料
　
1
日
…
4
0
0
円

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
寝
た
き
り
の
人
を
対
象
に
、
移
動

入
浴
車
が
お
宅
を
訪
問
し
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
料
　
1
回
…
7
0
0
円

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
な
人
を
対
象
、

に
、
昼
食
を
お
宅
に
届
け
ま
す
。

　
利
用
料
　
1
食
…
4
0
0
円
（
月

　
曜
日
～
金
曜
日
）

日
常
生
活
用
具
の
給
付
等

　
寝
た
き
り
の
人
、
一
人
暮
ら
し
の

人
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な

用
具
を
給
付
・
貸
与
し
ま
す
。

　
用
　
具
　
特
殊
寝
台
、
マ
ッ
ト
レ

　
ス
、
エ
ア
パ
ッ
ド
、
車
椅
子
、
緊

　
急
通
報
装
置
、
俳
徊
感
知
機
、
自

　
動
消
火
器
、
火
災
報
知
器
な
ど

　
利
用
料
　
無
料
か
ら
全
額
負
担
ま

　
で
の
6
段
階
（
生
計
中
心
者
の
所

　
得
税
額
に
応
じ
て
）

お
む
つ
の
給
付
等

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
の
た
め
に
お
む

つ
を
必
要
と
す
る
人
を
対
象
に
、
紙

お
む
つ
、
ま
た
は
布
お
む
つ
の
給
付
・

貸
与
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
給
付
・
貸
与
券

　
市
民
税
非
課
税
、
均
等
割
の
み
の

　
世
帯
…
月
8
、
0
0
0
円
以
内

　
市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
…
月

　
4
、
0
0
0
円
以
内

寝
た
き
り
老
人
等

　
　
　
　
介
護
手
当
の
支
給

　
6
か
月
以
上
の
寝
た
き
り
の
人
や

痴
呆
の
人
を
、
家
庭
で
介
護
し
て
い

る
人
に
対
し
て
介
護
手
当
を
支
給
し

ま
す
（
た
だ
し
、
入
院
や
施
設
入
所

の
期
間
中
を
除
く
）
。

　
支
給
額
　
月
額
…
5
、
0
0
0
円

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

　
　
　
　
整
備
資
金
の
融
資浴室を工夫しました

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
居
室
な
ど
を

増
改
築
・
改
造
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。

　
限
度
額
　
2
5
0
万
円

利
率
年
3
・
0
％

　
償
　
還
　
融
資
の
翌
月
か
ら
1
0
年

　
以
内
で
元
利
均
等
月
賦
償
還

2

N



　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
福
祉
施
設

等
の
利
用
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て
の
相
談
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
・
高
齢
福
祉
係
の
5
人
の
職
員
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
相

談
者
と
し
て
民
生
児
童
委
員
、
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
高
齢
福
祉
係
と
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員

　
市
内
に
は
7
8
人
の
民
生
児
童
委
員

が
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
問
題
に
関

す
る
相
談
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち

の
こ
と
や
生
活
全
般
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
の
お
名

前
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
婦
人
部
長
・
芦
田
悦
子
さ
ん
か
ら

体
験
談
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
今
日
、
○
○
施
設
へ
ま
い

り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」
と
の
、
地
域
の
お
年

寄
り
か
ら
の
電
話
に
急
い
で
訪

問
し
ま
し
た
。
家
の
中
を
整
理

し
て
い
た
姿
に
一
抹
の
寂
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
施
設
か
ら
外
泊
し

た
折
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
、
「
お
か

げ
で
い
い
所
に
お
世
話
い
た
だ

き
、
天
国
の
よ
う
な
毎
日
で
す
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当

に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
住
み
慣

れ
た
家
や
楽
し
か
っ
た
地
元
の

人
と
別
れ
、
新
し
い
人
間
関
係

の
中
で
、
き
っ
と
厳
し
い
も
の

が
あ
る
に
違
い
な
い
。
い
ろ
い

ろ
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
で
強

気
に
な
り
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
の
担
当
地
区
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
お
年
寄
り
が
何
人
か

い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
の
こ
と

を
考
え
る
時
、
や
が
て
開
所
す

る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
ケ
ア
ハ

ウ
ス
）
も
い
い
が
、
住
み
慣
れ

た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
、
地

域
住
民
と
行
政
で
進
め
て
い
く

大
切
な
福
祉
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

團
好
園
特
別
養
護
老
人
ホ
ム

　
　
　
三
好
園
内
に
あ
り
ま
す
。
－

　
平
成
6
年
に
開
所
し
、
福
祉
や
医

療
に
詳
し
い
2
人
の
ベ
テ
ラ
ン
（
松

村
相
談
員
、
水
落
看
護
婦
）
が
、
相

談
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
介
護
の
仕

方
や
介
護
機
器
の
紹
介
・
使
い
方
、

施
設
の
利
用
方
法
な
ど
、
家
庭
で
介

護
す
る
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
具

体
的
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
機
器
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
軍
顯
嚢
ん

酵懸、
松村さん（写真左）、水落さ

囹
ま
り
の
里
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
妻
有
荘
内
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
開
所
し
、
福
祉
と
医

療
経
験
の
あ
る
2
人
の
ベ
テ
ラ
ン
（
福

原
相
談
員
、
丸
山
看
護
士
）
が
、
三

好
園
と
同
様
な
相
談
・
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。
介
護
機
器
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

丸山さん（写真左）、福原さん

　　　福祉まつりアラカルト

　9月22日㈹・23日（日）、クロス10で開いた福祉まつりで

「うらしま太郎」という高齢者の疑似体験を行い、小学

生から80歳までの皆さん96人から参加いただきました。

その時に、「福祉の用語やサービスを知っていますか？」

と下記項目についてのアンケートをあわせて行いました。

皆さんは何項目くらい知っていましたか？

項　　　　圏 ％ 項　　　　目 ％

ホームヘルプサービス 63．5 高齢者・障害者住宅

整備資金融資
30．2

短期入所（ショートステイ） 54．2
特別養護老人ホー
ム・養護老人ホーム 71．9デイサービス 58．3

訪問入浴サービス 67．8 老人保健施設 40．6

訪問給食サービス 52．1 ケ　ア　ハ　ウ　ス 34．4

日常生活用具給付、貸付 39．6 介護支援センター 33．3

お　む　つ　給付 41．7 民生児童委員 45．8

ねたきり老人等介護手当 52．．1 訪　問　看　護 54．7

職　　種

　　寮父母、蝋一訟《澱パー　若帯名

応募資格

　①昭翻42集4月2圖以降、駆隼4月2圖まi廼庭生

　　灘総懸火i総．発護福祉畿の資格を有するが、圃

　　資格取霧舜選みのある戴、及び将来園資椿取霧

　　庭意欲の灘る叢．

　②溝南町凝態駈の鯵る羨．象躍は遍勤斑能距離の火

　　認．健康認あ蓼懇犠に老火福祉滋理解のある人。

　③霞動灘普通免詐があ9、高等掌校卒業程度の学

　　力の瀬巻火。

試験臼
　　遡凋離衛瞬愚福園懇実施。田時庭つ麟癒ば受

　験巻騰通知慧灘魏

幣込期日

　　魏月蕊田㈹諜懸《i当田消勲萄i効）磁恵福園戴。

　受験辮遜翻紙は憲福園薙津南町饗蕊一3鞠⑧）滋お

　璽漢誘。

特
別
養
護
老
濃
ホ
ー
滋
憲
福
園

　
　
　
　
～
平
成
9
年
4
月
採
用
職
員
募
集
雪

平成8年11月25日号3



　心身に障害のある人は、その人の障害の程度に

より、手当・年金を受けることができます。また

身体障害者手帳や療育手帳が発行され、手帳の等

級（障害の程度）により各種の福祉サービスを受

けることができます。

　申請手続き＝市社会福祉事務所・援護係で行っ

ています。

心

▼
身
体
障
害
者
手
帳

　
目
・
耳
・
手
足
・
内
臓
な
ど

に
、
障
害
福
祉
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
程
度
の
障
害
（
1
級

～
6
級
）
の
あ
る
人
に
対
し
て

発
行
し
ま
す
。

▼
療
育
手
帳

　
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄

弱
者
更
生
相
談
所
で
、
「
精
神
の

発
達
に
一
定
以
上
（
重
度
の
障

害
“
A
、
中
軽
度
の
障
害
”
B
）

の
障
害
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ

た
人
に
発
行
し
ま
す
。

手
当
・
年
金

　
　
　
　
（
平
成
8
年
4
月
現
在
）

■
特
別
児
童
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
1

　
1
級
月
額
5
0
、
3
5
0
円

　
2
級
　
月
額
3
3
、
5
3
0
円

■
重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

　
6
5
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児
・

者
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
に
支

給
－
月
額
5
、
0
0
0
円

■
特
別
障
害
者
手
当

　
2
0
歳
以
上
の
在
宅
重
度
障
害
者
に

支
給
－
月
額
2
6
、
2
3
0
円

■
障
害
児
福
祉
手
当

　
2
0
歳
未
満
の
在
宅
重
度
障
害
児
に

支
給
ー
月
額
1
4
、
2
7
0
円

■
障
害
基
礎
年
金

　
被
用
者
年
金
制
度
に
未
加
入
の
2
0

歳
以
上
の
障
害
者
に
支
給
（
手
続
き

は
市
民
課
年
金
係
）
1

　
1
級
　
年
額
9
8
1
、
9
0
0
円

　
2
級
　
年
額
7
8
5
、
5
0
0
円

日
常
生
活
の
サ
ー
ビ
ス

■
補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
歩
行
用
の
杖
、
車
椅
子
、
補
聴
器

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た

補
装
具
の
交
付
、
ま
た
修
理
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
の
人
に
対
し

て
、
日
常
生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
、

入
浴
補
助
用
具
な
ど
）
を
給
付
し
ま

す
。■
自
動
車
操
作
訓
練
・
自
動
車
改
造

　
費
の
助
成

　
1
0
万
円
限
度
で
等
級
別
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

　
日
常
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
困
難

な
重
度
障
害
者
世
帯
に
派
遣
し
ま
す
。

医
療

■
更
生
医
療

　
身
体
障
害
者
の
障
害
の
除
去
や
、

軽
減
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
育
成
医
療
・
療
育
医
療

　
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
と
す
る

医
療
制
度
で
す
（
申
請
手
続
き
は
保

健
所
）
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
（
県
障
）

　
6
5
歳
以
下
の
身
体
障
害
者
手
帳

美
術
展
で

　
　
厚
生
大
臣
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

篶
嚢
，
薫

　
　
　
　
懸
　
　
晦
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
」
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
1
5
歳
の
と
き
か
ら
リ
ュ
ウ
マ
チ
を

患
い
、
野
沢
や
六
日
町
の
病
院
に
入

退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
一
時
は

体
の
具
合
も
良
く
な
り
、
勤
め
も
し

た
ん
で
す
が
平
成
4
年
に
脳
出
血
で

倒
れ
、
下
半
身
が
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、

5
年
の
春
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

　
先
ご
ろ
開
催
さ
れ
た
「
第
1
5
回
肢

体
不
自
由
児
・
者
の
美
術
展
」
で
、

小
海
さ
ん
の
絵
画
「
秋
の
道
」
が
厚

生
大
臣
賞
（
最
高
賞
）
を
受
賞
し
ま
『

し
た
。
表
彰
式
は
来
月
3
日
、
東
京

池
袋
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
年
間
1
0
点
近
く
の
絵
を
描
く
と
い

う
小
海
さ
ん
は
「
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
は
こ
れ
で
人
生
終
わ
っ
た
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
絵
を

描
き
続
け
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
よ
う
や
く
納
得
の
い
く
絵

が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
描
き
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
思
い
が
け
な
い
賞
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1
・
2
・
3
級
の
人
、
療
育
手
帳
A

の
人
に
対
し
て
、
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9毎年楽しみです。今年で27回目の身障者旅行（

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

　
身
体
障
害
者
の
人
に
対
し
て
、
生

業
や
住
宅
改
造
な
ど
に
必
要
な
資
金

の
一
部
を
低
利
で
貸
し
付
け
て
い
ま

す
（
貸
付
窓
口
は
市
役
所
内
の
社
会

福
祉
協
議
会
）
。

税
金
の
減
免

■
所
得
税
（
税
務
署
）
、
住
民
税
（
市

税
務
課
）
に
つ
い
て
、
障
害
者
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
（
財

務
事
務
所
）
、
軽
自
動
車
税
（
市
税
務

課
）
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
が
専
ら

利
用
（
生
業
、
通
院
等
）
す
る
場
合

に
減
免
さ
れ
ま
す
。
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社
会
参
加
活
動

■
在
宅
障
害
者
デ
イ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塚

原
町
智
5
7
i
9
4
3
8
）
で
は
、
通

所
に
よ
る
①
機
能
訓
練
②
創
作
軽
作

業
（
版
画
、
陶
芸
、
書
道
等
）
③
更

生
相
談
④
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

所
で
き
な
い
人
は
リ
フ
ト
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
通
所
援
護
事
業

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

「
つ
つ
じ
工
房
」
で
は
、
雇
用
さ
れ

る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
作

業
訓
練
・
生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
送
迎
も
し
ま
す
。

■
心
身
障
害
児
通
園
事
業

川
治
保
育
所
に
併
設
さ
れ
て
い
る

「
つ
く
し
園
」
で
は
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
幼
児
を
対
象
に
、
保
護
者
同

セ
ン
タ
ー
で

す
て
き
な
仲
問
づ
く
り

大島富子さん
（川治下町1・66歳）

　
2
歳
の
と
き
ポ
リ
オ
に
よ
る
脊
髄

膜
炎
に
か
か
り
、
下
半
身
が
不
自
由

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
左
が
悪
く
、

か
ば
お
う
と
し
て
右
足
を
骨
折
し
て

し
ま
う
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

　
袋
町
の
山
口
医
院
に
勤
め
て
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
よ
く
し
て
く
だ
さ

っ
て
、
6
5
歳
ま
で
働
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
以
前
か
ら
退
職
し
た
ら
必

ず
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
は
、
障
害
者
の
皆
さ

ん
と
す
て
き
な
仲
問
づ
く
り
を
し
た

い
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
書

道
教
室
に
通
っ
て
美
し
い
文
字
で
手

紙
や
書
き
付
け
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
願
い
を
一
度
に
か
な

え
て
く
れ
た
の
が
身
障
者
セ
ン
タ
ー

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
障
害
を
理
解

し
な
が
ら
私
た
ち
に
勇
気
と
生
き
る

喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
職
員
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
も
あ
る
の
で
、

も
し
倒
れ
た
と
き
な
ど
す
ぐ
に
「
三

好
園
」
等
の
施
設
に
入
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
で
す
。

親ぽくと体力づくりを。今年で34回目の

身障者体育大会（6月23日）

伴
に
よ
る
生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。■
手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業

　
聴
覚
障
害
の
人
を
対
象
に
、
病
院

や
保
健
所
等
の
公
共
機
関
へ
手
話
奉

仕
員
を
派
遣
し
、
社
会
参
加
活
動
へ

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
1
・
2
級
、
内

部
障
害
者
1
～
3
級
の
人
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

■
N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除

　
身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
薄
弱
者

の
い
る
低
所
得
世
帯
は
全
額
免
除
。

視
覚
・
聴
覚
障
害
、
重
度
肢
体
不
自

由
の
人
が
契
約
者
で
世
帯
主
の
場
合

は
半
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
J
R
運
賃
の
割
引
き

　
乗
車
券
・
急
行
券
が
、
①
第
1
種

身
体
障
害
者
は
、
本
人
と
付
添
人
1

人
が
半
額
、
②
第
2
種
身
体
障
害
者

は
、
1
0
1
㎞
以
上
の
運
賃
の
場
合

に
本
人
の
み
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

■
バ
ス
料
金
の
割
引
き

　
規
定
料
金
が
半
額
、
定
期
券
が
3
0

％
引
き
に
な
り
ま
す
。

■
航
空
運
賃
の
割
引
き

　
重
度
身
体
障
害
者
に
限
り
、
国
内

線
運
賃
が
2
5
％
引
き
に
な
り
ま
す
。

■
有
料
道
路
料
金
の
割
引
き

　
心
身
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
、
ま
た
重
度
障
害
者
の
介
護
者
が

運
転
す
る
場
合
に
5
0
％
以
下
の
割
引

き
に
な
り
ま
す
。

■
市
内
タ
ク
シ
ー
料
金

　
　
　
　
　
1
割
引
き
制
度

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
全
員

が
対
象
（
基
本
的
に
は
、
障
害
者
本

人
が
一
人
で
乗
車
す
る
場
合
の
み
）

で
す
。
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
で
す
。
割
引
券
は
市
社
会

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者

　
　
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3

級
の
一
部
②
療
育
手
帳
A
の
人
を
対

象
に
、
年
間
1
2
枚
の
利
用
券
を
発
行

し
ま
す
。
1
枚
で
小
型
タ
ク
シ
ー
と

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
・
迎
車

料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　
保
護
者
が
契
約
者
と
な
り
、
保
護

者
が
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
り
、
死

亡
し
た
場
合
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
共
済
金
は
1
口
2
万
円
で
す
。

上村昭枝さん
　（土市4）

福島敬蔵さん
　（水沢3）

西川勝雄さん
　（四目町2）

新任の保護司の皆さん

　　十日町市には18人の保護司がいます。うち3人

　の方が代わられました。任期は平成8年10月1日

　～10年9月30日です。保護司は法務大臣から委嘱

を受けた非常勤の国家公務員（実質は民間ボラン

　ティア）です。皆さんからは、犯罪のない明るい

地域づくり活動を進めていただきます。

平成8年11月25日号5



ヒカリ：かがやく
雪に覆われた豊かな大地、厳しい冬がつくり出す清らかな水。

　　　恵まれた自然の中で大切に育てられ、

　　　　　　　　　おいしいお米が生まれるのです。

　
お
い
し
い
新
米
の
季
節
。
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
成
7
年
か
ら
別
立
上
場

さ
れ
、
良
食
味
米
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
を
巡
る
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
、
流
通
ル
ー
ト
も
多
様
化
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
晶
質
・
良

食
味
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高

品
質
・
良
食
味
米
の
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
た
め
、
生
産
者
、
農
業

団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡
会
（
十
日
町
市
と
中
魚
沼
郡
内
の
各
町
村
、

各
J
A
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
構
成
）
で
は
、
米
消
費
拡
大
の

P
R
と
日
本
型
食
生
活
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
な
ぜ
魚
沼
米
は

お
い
し
い
の
か
、
ま
た
お
い
し
い
魚
沼
米
を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
お

う
と
、
食
味
や
食
べ
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

魚
沼
コ
シ
は
な
ぜ
お
い
し
い

霧

◆
長
年
の
米
づ
く
り
の
成
果

　
魚
沼
地
域
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
経

験
が
長
く
、
良
食
味
米
を
生
産
す
る
た
め

の
技
術
水
準
が
高
い
の
で
す
。
ま
た
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
比
較
的
安
定
し
た
収
量
・
品

質
の
維
持
が
で
き
る
特
徴
を
う
ま
く
活
用

し
て
い
ま
す
。

◆
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
合
う
土
壌

　
魚
沼
地
域
の
土
壌
は
チ
ッ
ソ
の
供
給
力

が
比
較
的
小
さ
く
、
登
熟
向
上
に
役
立
つ

リ
ン
酸
・
ケ
イ
酸
の
含
有
量
が
多
い
の
で

適
正
な
生
育
量
と
な
り
、
倒
伏
し
に
く
く

登
熟
力
の
高
い
稲
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

◆
豊
富
な
水
源

　
夏
期
の
高
温
時
に
、
低
温
で
清
涼
な
か

ん
が
い
用
水
を
利
用
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
根
の
活
力
が
高
ま
り
、
収
穫
期
ま
で
イ

キ
イ
キ
し
た
稲
姿
が
保
て
ま
す
。

◆
登
熟
期
間
の
気
温

　
出
穂
後
3
0
日
間
の
平
均
気
温
は
2
4
℃
前

後
で
、
温
度
の
日
較
差
が
大
き
く
、
コ
シ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

カ
リ
の
登
熟
に
最
適
　
　
　
　
　
皆
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
乎

で
す
。
さ
ら
に
登
熟
　
　
　
　
γ
レ
ソ

期
間
が
長
い
の
で
、

じ
っ
く
り
養
分
の
転

流
が
行
わ
れ
る
の
で

す
。◆

一
体
と
な
っ
た
生
産
体
制

　
生
産
者
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
り
、
良
食
味
米
生
産
に
向
け
た
①

土
づ
く
り
②
魚
沼
地
域
専
用
の
肥
料
開
発

③
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
ご
よ
み
の
配
布
④
食

味
計
の
導
入
⑤
ふ
る
い
目
の
改
善
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
米
の
食
昧

　
米
の
食
味
は
、
品
種
、
産
地
、
栽
培
法

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
品
種
が
最
大
の
要
因
に
な
る
た
め
、

全
国
的
に
も
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
け
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
発
表
さ
れ
る
「
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
中
で
、
魚
沼
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
特
A
ラ
ン
ク
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
食
味
試
験
は
同
じ
条
件
で
炊
い

た
米
を
検
査
員
が
試
食
す
る
も
の
で
、
外

観
、
香
り
、
粘
り
、
硬
さ
、
総
合
評
価
の

項
目
で
点
数
を
付
け
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
最
近
普
及
し
始
め
た
の
が
食
味

計
で
す
。
米
の
水
分
ハ
タ
ン
パ
ク
質
、
炭

水
化
物
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
成
分
値
の
ほ

か
、
お
い
し
さ
を
示
す
食
味
値
が
数
字
で

出
て
き
ま
す
。
食
味
計
か
ら
は
、
人
問
に

よ
る
官
能
検
査
に
比
べ
る
と
客
観
的
な
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
食

味
は
や
や
柔
ら
か
で
粘
り
が
あ
り
、
光
沢

や
舌
触
り
が
良
く
、
味
や
香
り
に
優
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
特
徴
の
ほ
か
に
、
貯
蔵
の
仕

方
や
炊
き
方
、
蒸
ら
し
方
に
よ
っ
て
も
食

味
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
好
み
に
合
わ
せ

て
お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
て
く
だ
さ
い
。普及してます　食味計

　
現
在
の
日
本
人
の
食
生
活
は
、
お
米
を

中
心
に
魚
、
大
豆
、
野
菜
な
ど
の
伝
統
的

な
食
材
料
に
、
肉
、
牛
乳
な
ど
が
加
わ
っ

て
、
多
様
性
に
富
ん
だ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
欧
米
に
は
、
主
食
と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。
パ
ン
は
主
食
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
添
え
物
で
あ
り
、
強
い
て
い
え
ば

肉
料
理
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
は
、
い
く
ら
欧
米
食
の
影
響
を

受
け
て
も
、
決
し
て
主
食
と
し
て
の
ご
は

ん
は
手
放
さ
ず
、
お
か
ず
の
一
部
だ
け
に

欧
米
食
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
在
、
世
界
で
最
も
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
日
本
型
の
食
事
が
で
き
上
が

っ
た
の
で
す
。
も
し
主
食
と
し
て
の
ご
は

ん
を
手
放
し
て
い
れ
ば
、
で
ん
ぷ
ん
の
摂

取
量
は
減
少
し
、
逆
に
脂
肪
や
砂
糖
の
摂

取
量
が
増
え
て
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
肥
満

や
心
臓
病
な
ど
の
発
症
率
は
と
っ
く
に
欧

米
並
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

◆
P
F
C
熱
量
比

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
基
本
は
、
た
ん
ぱ
く
質

（
P
）
、
脂
質
（
F
）
と
炭
水
化
物
（
C
）
の
バ
ラ

ン
ス
で
す
。
こ
の
三
つ
の
成
分
の
熱
量
比
を
P

F
C
熱
量
比
と
言
い
、
P
1
2
～
1
3
％
、
F
2
0
～

30
％
、
C
57
～
6
8
％
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ご
は
ん
を
お
い
し
く
炊
く
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

㊥
棄
を
キ
チ
ン
と
計
る

　
お
米
は
、
炊
飯
器
に
付
属
の
軽
量
カ
ッ

プ
と
す
り
き
り
で
計
り
ま
す
。
キ
チ
ン
と

お
米
を
計
る
こ
と
が
、
お
い
し
い
ご
は
ん

を
炊
く
た
め
の
第
－
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

⑭
洗
米
遅
乗
ル
に

　
　
　
　
　
　
一

　
最
初
は
た
っ
ぷ
り
の
水
で
数
回
軽
く
混

ぜ
る
よ
う
に
し
て
手
早
く
洗
い
、
す
ぐ
水

を
捨
て
ま
す
。
あ
と
は
2
～
3
回
水
を
替

え
て
洗
い
ま
す
。
最
後
は
水
気
を
キ
チ
ン

ト
切
り
ま
す
。
洗
米
は
、
お
米
の
表
面
に

付
い
て
い
る
ヌ
カ
を
洗
い
落
と
す
こ
と
が

目
的
。
ゆ
っ
く
り
洗
っ
て
い
る
と
、
ご
は

ん
が
ヌ
カ
臭
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑭
水
加
減
を
キ
ッ
チ
リ
と

　
炊
飯
器
の
目
盛
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で

す
。
お
米
を
計
っ
た
カ
ッ
プ
で
キ
ッ
チ
リ

と
水
加
減
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
加
減
は
、

普
通
の
白
米
の
場
合
、
洗
う
前
の
お
米
の

容
量
の
2
0
％
増
し
、
新
米
は
1
0
％
増
し
を

標
準
と
し
ま
す
。
柔
ら
か
め
、
硬
め
な
ど

各
家
庭
の
好
み
に
合
わ
せ
て
、
水
の
量
を

決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑭
充
分
水
を
吸
わ
せ
る

　
ふ
っ
く
ら
し
た
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
は
、

お
米
に
充
分
水
を
吸
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

水
温
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
夏

な
ら
3
0
分
く
ら
い
、
水
温
の
低
い
冬
で
は

2
時
間
く
ら
い
水
に
浸
し
ま
す
。
急
ぐ
と

き
は
4
0
～
5
0
℃
の
ぬ
る
ま
湯
に
1
5
～
2
0
分

く
ら
い
浸
し
て
か
ら
炊
き
ま
す
。

⑭
じ
っ
く
り
蒸
ら
す

　
蒸
ら
し
は
、
自
動
炊
飯
器
で
も
ご
は
ん

を
お
い
し
く
炊
く
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

蒸
ら
し
機
能
の
な
い
炊
飯
器
の
場
合
は
、

ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
た
後
、
1
0
～
1
5
分
程
お

い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
ご
は
ん
粒
の

水
分
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
、

途
中
で
フ
タ
を
開
け
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

蒸
ら
し
が
充
分
で
な
い
と
、
ご
は
ん
全
体

が
水
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

㊥
最
後
の
講
媒
し

　
　
　
O

霧
．
　
　
●

　
　
　
　
⑤

。
・
■
諦
　
　
　
　
　
　
ら

欝

う
り

　
の
リ
ノ
釜
のし

◎

　
蒸
ら
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け

早
く
ほ
ぐ
し
ま
す
。
炊
き
あ
が
っ
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
蒸
れ
固
ま
っ
て
お
い
し

く
な
く
な
り
ま
す
。
釜
の
底
の
ほ
う
か
ら

ご
は
ん
粒
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
、
大
き

く
掘
り
起
こ
す
よ
う
に
ふ
ん
わ
り
混
ぜ
ま

す
。
余
分
な
水
蒸
気
が
逃
げ
て
、
ふ
っ
く

ら
と
し
た
お
い
し
い
ご
は
ん
に
な
り
ま
す
。

おやつやお茶うけに

　　　　えびせんべい

　ごはんは水分を除けば保存でき

る便利な食品。食べたいとき油で

揚げたり、焼いたりして、手づく

りせんべいのできあがり。おやつ

やお茶うけにも利用できます。

◆材料〈せんべい8枚分＞

　ごはん…2分の1カップ、塩…

　少々、干し桜えび…大さじ2、

　揚げ油…適量

◆作り方

①ラップをしき、えびとごはんを

　ほぐし入れます。

②上に塩をふり、ラップをかぶせ

　て、めん棒で薄く広げます。

③上のラップをはがし、電子レン

　ジで3分加熱します。

④全体が板状に固まり、表面が乾

　いたら、一口大に切ります。

⑤180。Cに熱した油でカラリと揚げ

　ます。

こ
ち
ら
、
黒
沢
栗
組
合
マ
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
で
す

　
～
栗
お
こ
わ
・
あ
ん
ぶ
・
手
打
ち
そ
ぱ

　
　
　
　
　
要
望
が
あ
れ
ば
出
張
・
出
前
販
売
い
た
し
ま
す
～

昔なつかしい「あんぶ」

　
黒
沢
栗
組
合
は
、
昭
和
3
7
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
大
黒
沢
・
小
黒
沢
の
農
家
1
3
戸

で
構
成
さ
れ
、
約
2
0
診
の
栗
園
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
観
光
栗
園
を
開
設
し

た
の
は
6
2
年
、
翌
年
に
は
活
動
の
拠
点
と

な
る
管
理
棟
（
マ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
観
光
栗
園
は
、
毎
年
9
月
上
旬
か
ら
約

1
か
月
間
開
園
さ
れ
、
期
間
中
は
県
内
は

も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
の
お
客
様
も
訪
れ
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
（
今
年
の
入

場
者
は
約
3
千
人
）
ま
た
、
毎
年
期
間
中

や
閉
園
時
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
宝
さ

が
し
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
裏
で
支
え
る
の

が
、
平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
た
マ
ロ
ン
グ

ル
ー
プ
（
組
合
員
の
奥
さ
ん
、
元
気
印
の

　
し
ょ

女
衆
4
人
組
み
）
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、

栗
お
こ
わ
や
あ
ん
ぶ
な
ど
を
作
り
マ
ロ
ン

ハ
ウ
ス
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

手
打
ち
そ
ば
に
も
挑
戦
中
と
か
。
活
動
は

マ
ロ
ン
ハ
ゥ
ス
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
呼

び
掛
け
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
に
で
も

出
か
け
て
い
き
ま
す
。
n
月
1
0
日
㈲
に
は

「
新
潟
ふ
る
さ
と
村
」
か
ら
要
請
が
あ
り
、

手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
販
売
を
し
て
き
ま
し

た
。
雪
ま
つ
り
に
も
毎
年
参
加
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

■
栗
お
こ
わ
の
作
り
方

◆
材
料

　
　
も
ち
米
、
栗
、
具
は
し
い
た
け
・
ぜ

　
ん
ま
い
・
竹
の
子
な
ど
好
み
の
物
、
調

　
味
料
は
醤
油
・
み
り
ん
・
酒
・
砂
糖
・

　
塩

◆
作
り
方

①
栗
は
皮
を
む
き
、
水
に
入
れ
て
ア
ク
抜

　
き
を
し
て
お
く
（
み
ょ
う
ば
ん
を
少
し

　
入
れ
る
と
色
が
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま

　
す
）
。

②
良
く
水
洗
い
し
た
栗
を
も
ち
米
と
一
緒

　
に
蒸
す
。

③
蒸
気
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、
別
に
調
味

　
料
で
煮
て
お
い
た
具
を
一
緒
に
混
ぜ
合

　
わ
せ
、
好
み
の
固
さ
に
な
る
ま
で
再
び

　
蒸
し
て
で
き
あ
が
り
。

※
コ
ツ
は
強
火
で
蒸
す
こ
と
。
赤
飯
よ
り

　
柔
ら
か
く
な
り
や
す
い
の
で
、
蒸
し
時

　
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
調
味
料
の

　
分
量
は
企
業
秘
密
で
す
）
。

平成8年11月25日号7



お知らせします
／られています。そこで、市民の皆さんのご理解をいただくため、

次のとおり市職員等の給与をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成8．4．1現在）

団平成7年度人件費の状況（普通会計決算）
られています。そこで、市民の皆さんのご理解をいただくため、

次のとおり市職員等の給与をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成8．4．1現在）

｛鍛劃輪樵頗
傑8．3．31）

歳繊額
　（紛

実質鞭支 太傑鷺　鎚）
戴盤費簗

綿〆紛
霧6集度の
難火篠費率

45，265人
191億
　579万円

3億6，213万円 32億

　606万円
16．8％ 16．8％

区分 肉　　　　　　容 顯犠ど難較
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成8年度職員給与費の状況（普通会計予算）扶
養
手
当

配偶者…・　……・　　　………・9　　　　　　　　・一16’000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人…　　　　・……　……各5，500円
ただし、配偶者のいない職員の場合には、
　　　　　　扶養親族のうち1人は・…　　　　　　I　I、000円
・その他の扶養親族1人につき…　　　　　　　　　　　…2、000円
　（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は2，500円加算）

同じ 職員数
くA）

給　　　　懸　　　　費 1熟当た鰻給

馨費㈱海）給　　料　　職員票覇 期索・勤勉票幾 濠綴の

　人
387
15億675万　　2億2、672万
　3，000円　　　8，000円

7億1，426万

　　1，000円
24億
　4，774万円

632万
　4，915円住

居
手
当

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し負担して

　　いる家賃の額に応じて最高27，000円（家賃が55，000円以上の場
　　合）まで支給。
〈持家〉1，000円　ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2、500円

同じ （注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成8．4」現在）
通
勤
手
当

〈交通機関利用者〉負担している運賃の額に応じて

　　　　　　　　　　　　　　最高45，000円まで支給。
〈交通用具使用者〉片道の使用距離に応じ、2、000円（2km以上5km未
　　　　　　満）から最高20，900円（片道40km以上）まで支給。

同じ
匿　分 一般行政職 技能　労務職

平均給料潟額 璽均集齢 平均給料月額 平均隼齢

特
殊
勤
務
曾
手年
当選

区　　　　　努 全　　職　　種 張癩驚犠 332，552円 42．5歳 287，266円 48．5歳

職員全体に占める手当支給職員の割合 40．2％ 国 302，949円 38．8歳 276，774円 47．8歳

支給対象職員1人当たり平均支給年額 20，891円 図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　（平成8．4．1現在）

手　　当　　の　　種　　類　　（手当数） 13

区　　分

墾　臼　醇　撫 国

代　表　的　な　手　当　の　名　称
税務手当、社会福祉現業
手当、用地交渉手当 決定靭任給 採用2集経過後

　給料額
籾任給

採絹2集経過後
　給料額

時勤
　務問
　手
外当

6年度
支　　　給　　　総　　　額 1億3，606万2，000円 一般

行政職

弐学業 169，000円 182、500円 169，000円 182、500円

職員1人当たり支給年額 341，008円 高校楽 137，900円 147，400円 137，900円 147，400円

7年度
支　　　給　　　総　　　額 1億5，168万3，000円 圖職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成8．4．硯在）

職員1人当たり支給年額 390，936円

匿　　券
経験集数マ集以墨
　lo集未満

経験錐数絶集以圭

　15蕃朱満
経験集数15集繊上
　20集蒙満

回特別職の給料等の状況　　　　　　　　　　（平成8．4．睨在）

一般行政職一
茨学桑 225，600円 278，385円 321，760円

区　　　分 給料簿月額 期　末事　甕
高校楽 187、967円 227，225円 285，310円

給　料

諦　　長
助　　役

収入役
教育長

859，000円

670，000円

6H、000円
61i，000円

（7年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

　計　　4．0月分

技能欝務職 高校牽 185，800円 207、700円 232，144円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成8．4．1現在）

報　酬
議　　長

副議長
議　　舞

392，000円

316，000円

300，000円

屡　秀 標準的な職務繭蓉 職員数《鱒 構成螺％）

8・級 課　長　・　参　事 18 5．8

7　級 課長・参事・課長補佐 21 6．8
囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況 （平成8．4．1現在） 6　級 課長補佐・副参事 70 22．5

＄　級 係　長　・　主　査 95 30．5
匿　　　　　勢 職　員　数 欝前集贈減徴

4　綴 主　　　　　　　　任 48 15．4
部　　　　　悶 平成6年 鰯載雑欝 擁載8集 擁誠6薙 鷺載マ集 癖戴8集

3　級 主　事　・　技　師 28 9．0

一毅行政部悶

議　　会
総務塗圃
税　　務
民　　生
衛　　塞
労　　働
農赫癒産
簡　　霊

出　熱

5
7
5
2
4
8
2
1
9
0
3
3
9
4
8

5
8
0
2
4
8

2
2
0
0
3

2
9
4
5

5
7
8
2
3
8

2
2
0
0
3
2
9
4
5

0
－
3
0
－
1
2
0
－
1
0
－
1

0
5
0
0
　
1
0
－
1
0
－
3

0
－
2
－
1
0
0
0
0
0
0

2　級 主　事　・　技　師 22 7．1

1　級 主　事　　・　技　師 9 2．9

勧 311 100．0

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況
小　　謎 295 297 294 一4 2 一3

鷹　　　　　i懸 奢　　謎 一殼行政職 技能欝務職 慧の地一搬磯
特罰行政部閾 教　　鷺 92 91 89 0 一1 一2

了
集
度

職　簸　数　麟） 430人 315人 61人 54人
普　通　　会　誹　欝 387 388 383 一4 1 一5

普通昇給期聞纏触麟融を
幾縮騒驚昇給毬羅職員数綿》

64人 53人 7人 4人

裂営金業等
会諦部聞

氷　　道

下氷道
懸の弛

22
18

10

21

17

10

21

17

10

　1

－30

一1

－1

0 0
0
0

難　　率㈱欝紛 14．9％ 16．8％ Il．5％ 7．4％

撫　　欝 50 48 48 一2 一2 0 回職員手当の状況
含　　　　　　　諦 437 436 431 一6 一1 一5

匿券 総　臼　晦　欝 国
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、

　　臨時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成8年の職員数の増減状況
期勤
業勉
壌票
当幾

　　（7年度支給割合）
　　　期末手当　　勤勉手当
6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分

3月期　　0．5月分　　　一
計　　　4．0月分　　　1．2月分

　　（7年度支給割合）
　　　期末手当　　勤勉手当
6月期　　1．6月分　　0．6月分
12月期　　1．9月分　　0．6月分

3月期　　0．5月分　　　一
計　　　4．0月分　　　1．2月分

部　　　　　　門 増員数 減員数 差　引 叢な増減i理由

一般行政部門

議　　会
総務金颪
税　　務
i麗　　生
衛　　生
労　　働
農林氷産
商　　ヱ
嚢　　本

0
0
0
1
0
0
0
0
1

0
2
1
1
0
0
0
0
1

0
－
2
－
1
0
0
0
0
0
0

企画室長兼務・地域開発室事務量減少

資産税部門の合理化
保母の削減・福祉対策に保健婦配置

用地買収関係の減・区画整理対策の体制強化

退
職
票
幾

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年33．75月分　44．55月分
勤続35年　47．5月分　62．7月分
最高限度額　60．0月分　62．7　月分

7　年　度　　　　145万　　　2，127万1人当たり平均支給額　　1’209円　　3’515円

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算）

退　職　時
　　　　1～2号給特別昇給

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0月分　28．875月分
勤続25年　33．75月分44．55月分
勤続35年　47．5月分62．7月分
最高限度額　60．0月分　62．7　月分

その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　（2％～20％加算）

退　職　時
　　　　20年以上勤続者1号俸
特別昇給

特別行政蔀閃 教　　脊 0 2 一2 臨時職員化

曇営塗業等

会誹部門

氷　　道

下塞道
懸の弛 0
0
0

0
0
0

0
0
0

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

回特別職の給料等の状況

囮定員の状況
ア．部門別職員数の状況

（平成8．4．1現在）

（平成8．4．1現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを含み、

　　臨時又は非常勤職員を除いた数です。

イ．平成8年の職員数の増減状況

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成8年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　（平成8．4」現在）

図職員の初任給の状況 （平成8．4．1現在）

圖職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成8．4．硯在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいいます。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　（平成8．4．1現在）

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種およぴ技能労務職を除いたものです。

國昇給期問短縮の状況

回職員手当の状況

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
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葱 を
　地方公務員の給与・退職手当等については、国や県・他市／

町村をはじめ地域の民間事業所などと均衡を図るように定め

区分

衛　　生　　施　　設　　懇　　合 団平成7年度人件費の状況（普通会計決算）

一　毅　行　政　職 匿　　分
圏域内塞本餐帳

人蝋8．3，39
歳畿額
　総）

実質鞭支 人件費　（日）

人繰費率
（BIA）

（
参
6年度の

琶人件費率

標準的な職務内容 職員数《火） 構成姥護％）

広域事務縄奮 73，514人
12億737万
　7，000円

3、520万

　5，000円

7億8，869万

　2，000円
65．3％ 63．9％

8級 局　　　　　　　　　長 1 7．1

7級 次　　　　　　　　　長 1 7．1 衛生施設組合 53，868人
8億6，463万

　4，000円

4，051万

　1，000円

1億7，614万

　5，000円
20．4％ 29．8％

6級 副　参　事　・　主　査 2 14．3 （注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成8年度職員給与費の状況（普通会計予算）5級 係長・主査・主任 7 50．0

4級 主　　　　　　　　　任 1 7．1

区　　分
職員数

（A）

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費
（B／A）

3級 技　　　　　　　　　師 1 7．1

給　　料 職員手婁 期末勤勉手蝿 計（β）

2級 技　　　　　　　　　師 1 7．1

広域事務総合 95人
3億7，564万

　6，000円

9，068万

　9、000円

1億7，715万

　0、000円

6億4，348万

　5，000円
677万
3，526円1級 技　　　　　　　　　師 一 一

欝 14 100．0 衛生施設紐奮 23人
8，716万

　3，000円

1，672万

　7，000円

4，184万

　8，000円

1億4，573万

　8，000円
633万
6，000円

囹昇給期間短縮の状況（普通会計） （平成7年度）

団平成7年度人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成8年度職員給与費の状況（普通会計予算）

匿　　　分 合誹
一　般
行政職

技　能
労務職

消防職
　　　隔圖職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　（平成8．4．1現在）

匿分
一般行政職 技能労務職 消防職 医療職

広
域
事
務
組
合

職員数（A）
　人
90

　人
90 票均絵糊額 畢均無齢 藥均給糊額 乎均隼齢 平均給糊額 雫均年齢 平均給糊額 平均年齢

普通昇給期問（12～24月〉を短

縮して昇給した職員数（B）

　人
12

　人
12

広域事務緯合 403，900円 54．0歳 326，300円 40．1歳 327，100円 39．3歳

衛生施穀緯奮 339，335円 45．0歳 278，3H円 47．1歳

比率（B／A）
　％
13．3

　％
13．3

国 302，949円 38．8歳 273，208円 47．9歳 321，956円 40．0歳

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　（平成8．4．硯在）
衛
生
施
設
組
含

職員数（A）
　人
23

　人
14

　人
9

区　　分

広域事務縫合 衛生施設組合 国
普通昇給期間（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）

　人
4

　人
3

　人

1
初任給

採駕2年経
過後給料額 初任給

採用2年経
過後給料額 初任給

採鶏2隼経
過後給料額

比率（B／A）
　％
17．4
　％
21．4
　％
ll．1 一　殻

行政職

犬卒 169，000円 182，500円 169，000円 182，500円 169，000円 182，500円

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、

市職員と同額のため省略します。

高卒 137，900円 147，400円 137，900円 147，400円 137，900円 147，400円

消防職
大卒 187、000円 203，600円 187、000円 203，600円

特
殊
勤
務
手
当
（
7
年
度
）

区　　　分 広域事務組合 衛生施設緯念 高卒 155，700円 169，200円 155，700円 169，200円

職員全体に占める手当支給職員の割合 97．8％ 100％
医療職

大卒 ig9，900円 212，400円

支給対象職員1人当たり平均支給年額 29，174円 162，928円 高卒

手当の種類（手当数） 4 4 固級別職員数の状況

代表的な手当の名称

緊急車運転手当、

災害出動手当、

夜問消防手当等

清掃手当、

危険手当等

（平成8．4．1現在）

匿
分

広　　域　　事　　務　　組　　合
消　　　防　　　職 一般行政職 医　　療　　職

時
闘
外
勤
務
手
当

区　　　分 広域事務組念 衛生施設親合 標準的な職務内容
職員数
（人）

構成比
（％〉

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

6
年
度

支　　給　　総　　額 1，327万6，432円 345万9，833円
7
級 消防監・消防長 1

1．1
一 一 一 一 一 一職員1人当たり支給年額 161，908円 157，265円

7
年
度

支　　給　　総　　額 1，686万9，148円 162万1、170円 6
級
司令長・次長・
署長　・　課長 7

7．8 係　　長 1 100．0
家　　蓄

診療所長 1 33．4
職員1人当たり支給年額 203，243円 73，689円

5
級

司令・次席・課長補佐・

小隊長・分遣所長 9 10．0 一 一 一 一 一 一

國特別職の報酬
4
級
司令補・係長・
分遣所副所長

21 23．3 一 一 一 一 一 一
区　　分 報酬年額 匿　　勢 報酬年額

職
　
　
　
名

管　理　者 32，000円

職
名

十日町市消防団長 95，000円 3
級
士長・主任・
分隊長・副分隊長

19 21．1 一 一 『
主　　任

獣医師 1
33．3

副管理者 30，000円 〃　副団長 68，000円
2
級
副士長・副分隊長 13 14．5 一 『 一 獣医師 1 33．3

収　入　役 30，000円 〃　分団長 52，500円

議　　　　長 32，000円 〃　副分団長 38，500円 垂
級
消　　　防　　　士 20 22．2 一 一 一 『 『 『

副　議　長 30，000円 〃　部　長 31、000円
計 90 100．0 1 100．0 3 100．0議　　　　員 30，000円 〃　班　　長 22，500円

一 一 〃　団　員 16，000円
（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当は、

市職員と同額のため省略します。

國特別職の報酬

（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

圖職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）1．消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。

図職員の初任給の状況

固級別職員数の状況

（平成8．4．1現在）

（平成8．4．1現在）

（平成8．4．1現在）

（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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中
学
生
が
税
の
必
要
性
●

憂

　
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
小
林
辰
雄
会
長
）
、
十
日
町

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
（
会
長
H
本
田
市
長
）
、
十
日
町
税
務

署
で
は
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文

を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来
の
税
の
担
い
手
で
あ
る
中

学
生
か
ら
、
税
の
必
要
性
や
仕
組
み
に
つ
い
て
知
つ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
応
募
点
数
は
、
作
文
の
部

が
2
3
1
点
、
標
語
の
部
が
7
4
5
点
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
に

決
定
し
た
作
文
・
標
語
と
優
秀
賞
に
決
定
し
た
み
な
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

作
文
の
部

◎
最
優
秀
賞

大ロ直人君
（水沢中3年）

僕
ら
の
役
割

　
税
金
の
種
類
は
本
当
に
た
く
さ
ん

あ
る
。
消
費
税
を
は
じ
め
、
所
得
税
、

地
価
税
、
等
々
で
あ
る
。

　
で
も
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
税
を

納
め
て
い
る
の
に
、
「
こ
の
税
金
は
ど

こ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？
」
と
か
、

「
こ
の
税
金
は
な
ぜ
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

は
っ
き
り
言
っ
て
自
分
も
そ
の
中
の

一
人
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
は
違
う
。
税
金
の
勉

強
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
税
金
へ
の

理
解
が
深
ま
り
疑
問
も
解
け
て
き
た
。

僕
ら
が
納
め
た
税
金
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
の
人
た
ち
を
助
け
る
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
日
本
で

は
各
地
の
お
年
寄
り
の
施
設
を
造
っ

た
り
、
公
園
な
ど
を
造
っ
て
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
日
本
の
国
だ

け
に
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ア
フ
リ
カ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
貧
し

く
、
不
幸
な
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る

人
た
ち
の
た
め
に
も
、
色
々
な
形
で

仕
組
み
を
修
得
～

日
本
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
僕
ら
が
税
金
を
納
め
る
こ

と
は
、
大
き
く
言
え
ば
、
平
和
な
社

会
や
平
等
な
地
球
を
造
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
僕
ら
は
そ
の
援
助
を
し
て

い
る
の
だ
。
僕
た
ち
自
身
が
、
僕
た

ち
自
身
の
住
み
良
い
ま
ち
を
造
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
自
分
た
ち
が
い

つ
も
払
っ
て
い
る
消
費
税
で
、
少
し

で
も
ま
ち
づ
く
り
を
手
伝
え
る
。
そ

ん
な
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
税
金
、

一
人
ひ
と
り
の
心
か
ら
今
の
日
本
が

造
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
町
の
す
べ
て
が
何
か
し
ら
の
税
金

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
税

金
は
色
を
変
え
、
形
を
変
え
て
、
必

ず
僕
ら
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
し

て
、
良
い
形
で
戻
っ
て
き
て
い
る
の

だ
。
一
人
で
は
建
て
る
こ
と
の
で
き

な
い
大
き
な
施
設
も
、
み
ん
な
で
集

め
た
税
金
で
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
風
に
、
色
々
な
面
か
ら
税
金

を
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
「
税
金

な
ん
て
何
の
役
に
立
つ
ん
だ
」
と
か

「
税
金
な
ん
て
払
わ
ん
」
と
い
う
考

え
も
増
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
い
っ
そ
う
高
齢
化

社
会
に
な
っ
て
い
く
、
そ
し
て
今
ま

で
以
上
に
税
金
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
、
今
は
ま
だ
若
い
自
分

た
ち
が
税
金
を
払
い
、
お
年
寄
り
の

施
設
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分

た
ち
が
年
老
い
た
時
は
、
若
い
人
の

税
金
で
我
々
年
寄
り
の
施
設
が
建
て

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
に
若
い
人
が
少
な
い
か
ら
大

変
だ
。
そ
し
て
、
税
金
の
大
切
さ
、

あ
り
が
た
さ
が
今
ま
で
以
上
に
感
じ

ら
れ
る
日
が
必
ず
訪
れ
る
の
だ
。

　
こ
ん
な
形
で
私
た
ち
の
生
活
の
た

め
に
使
わ
れ
る
税
金
。
今
の
日
本
と

い
う
国
に
必
要
不
可
欠
な
税
金
。
平

和
と
平
等
の
た
め
に
、
日
本
を
は
じ

め
世
界
各
国
で
使
わ
れ
て
い
る
税
金
。

色
々
な
使
い
道
、
色
々
な
必
要
性
、

色
々
な
顔
を
持
つ
税
金
は
、
こ
の
後

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
税
金
の
使

い
道
、
そ
れ
は
僕
ら
若
い
国
民
が
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
こ
の
地
球

の
み
ん
な
が
平
和
で
平
等
な
生
活
を

送
る
た
め
の
も
と
と
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

僕
も
こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
だ
け
ど

税
金
を
納
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

◎
優
秀
賞

田
村
舞
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）

佐
藤
　
円
さ
ん
（
中
条
中
3
年
）

小
海
千
春
さ
ん
（
吉
田
中
3
年
）

高
橋
知
佳
子
さ
ん
（
南
中
3
年
）

村
山
ユ
カ
リ
さ
ん
（
水
沢
中
3
年
）

標
語
の
部

◎
最
優
秀
賞

桑
原
達
朗
君
（
十
日
町
中
2
年
）

「
あ
な
た
の
税

　
　
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
て
い
る
」

高
野
美
幸
さ
ん
（
水
沢
中
3
年
）

「
あ
な
た
の
税

　
　
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
て
い
る
」

◎
優
秀
賞

小
林
由
香
里
さ
ん
（
十
日
町
中
2
年
）

庭
野
め
ぐ
み
さ
ん
（
十
日
町
中
3
年
）

樋
口
幸
恵
さ
ん
（
中
条
中
3
年
）

小
菅
　
啓
君
　
（
南
中
3
年
）

　
標
語
の
部
の
入
賞
作
品
は
、
市
役

所
市
民
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　「ふるさとの森』を造ろう1

　　　　　南中学校で全校植樹

　校舎などの施設整備が終了した南中学校

（佐川通校長・生徒数456人）では、11月7

日休）中庭に全校生徒、PTAなどによる植樹

を行いました。これは同校整備委員会（同窓

会、PTAなどで構成）が中心になり、文化

活動のエリアを作り出そうと行ったものです。

植樹された木は、ブナ、ヤマモミジ、ユキツ

バキなど96種類、700本です。生徒たちは、

2クラスずつ総出で、PTAの人たちの指導

を受けながらていねいに植樹していました。

　佐川校長は、「家庭では父母が支え、今日

から学校では2本の木が子供たちを支えます。

この森は生徒たちの友達。十日町の自然に合

ったブナを中心に植樹しています。森が川を

作り海に出る。その水が雨になって森を潤す。

そんな自然の循環や厳しさなどをこの森を題

材にして学んでほしい」と話していました。

　　馨難　　P．　　　，　　　　　、総鐵．繍≦　　　1　　　評　　　∫

利雪・しんせつ協会が

総会＆公開リレートーク

～ここまで来た／

　　「雪は利用できるんだ」一

　
利
雪
・
し
ん
せ
つ
協
会
が
、
n
月

8
日
働
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
総
会
＆
公
開

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
完
成
し
た
「
こ
ち
ら
利

雪
倶
楽
部
9
7
～
雪
は
利
用
で
き
る
ん

だ
」
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
雪
を
「
楽
し
む
、

保
存
す
る
、
生
活
す
る
、
近
未
来
」

の
四
つ
の
角
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
践
例
や
現
場
の
状
況
を
映
像
化
し

た
も
の
で
、
時
問
は
1
5
分
、
1
本
5

千
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
ト
ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
で
安
塚
町
の
岩
崎
農
林
係
長

　
が
「
雪
ム
ロ
を
利
用
し
た
雪
だ

．
る
ま
物
産
館
の
雪
冷
房
シ
ス
テ

　
ム
に
よ
り
、
電
気
代
が
4
分
の

　
ー
に
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　
従
来
の
冷
房
シ
ス
テ
ム
に
比
較

　
し
て
風
が
や
わ
ら
か
い
な
ど
女

　
性
か
ら
も
好
評
で
す
」
と
報
告
。

続
い
て
小
嶋
屋
の
小
林
均
社
長

が
、
「
そ
ば
の
品
質
を
最
高
の
状
態
に

保
つ
高
質
冷
蔵
庫
と
し
て
雪
ム
ロ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん

考
案
。
現
在
雪
ム
ロ
付
き
麺
工
房
を

建
設
中
で
す
。
ま
た
、
企
業
戦
略
と

し
て
も
雪
を
利
用
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
高
柳
町
の
大
塚
建
設
課
長

が
「
同
町
塩
沢
地
区
に
雪
ム
ロ
付
き

野
菜
販
売
所
兼
冬
季
共
同
車
庫
を
建

設
中
。
じ
ょ
ん
の
び
村
な
ど
と
合
わ

せ
過
疎
対
策
と
し
た
い
」
と
報
告
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
に
場
所

を
移
し
交
流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
こ
や
か
エ
コ
ー
講
演
会

　
～
健
康
は
す
て
き
な
笑
顔
か
ら

　
　
　
大
倉
修
吾
さ
ん
の
講
演
に
場
内
大
爆
笑
～

　
1
1
月
8
日
囲
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
「
す
こ
や
か
エ
コ
ー
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が

「
日
本
一
の
健
康
都
市
」
を
目
指
し

て
昨
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
田
市

長
は
「
健
康
管
理
は
自
分
で
す
る
よ

り
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
①
食

生
活
②
運
動
の
励
行
③
プ
ラ
ス
発
想

で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
講
演
会
を
契
機
に
健

康
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
エ
リ
ア
ド
ゥ
ー
2
1
・
チ

ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
関
口
陽

子
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
「
す
こ
や
か

エ
コ
ー
体
操
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
「
4
0
歳
を
過
ぎ
る
と
体

力
の
落
ち
る
角
度
が
急
に
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
そ
の
角
度
を
緩
や
か
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
体
を
動
か
す

こ
と
が
一
番
で
す
。
1
日
1
回
筋
肉

に
刺
激
を
与
え
て
や
る
。
体
を
た
た

く
こ
と
が
骨
に
も
い
い
ん
で
す
よ
。

ぜ
ひ
励
行
し
て
9
0
、
㎜
ま
で
元
気
な

体
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
か

け
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
B
S
N
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染

み
の
大
倉
修
吾
さ
ん
が
登
場
。
「
だ
れ

も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続

け
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
大
倉
さ
ん
は
、
名
コ
ン

ビ
役
の
「
さ
つ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
引

き
合
い
に
出
し
、
新
潟
弁
丸
出
し
の

い
つ
も
の
口
調
で
場
内
を
大
爆
笑
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
若
い
者
の

意
見
を
素
直
に
聞
く
お
年
寄
り
は
か

わ
い
が
ら
れ
る
。
逆
に
若
い
人
た
ち

は
十
日
町
を
支
え
発
展
さ
せ
て
く
れ

た
お
年
寄
り
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
の
写
真
や

　
　
　
か
ん
お
け

色
紙
を
棺
桶
に
入
れ
て
天
国
に
旅
立

つ
お
年
寄
り
も
い
ま
す
。
私
は
天
国

へ
の
道
先
案
内
人
で
す
」
と
も
話
さ

れ
、
聴
衆
に
感
動
と
笑
い
を
与
え
て

い
ま
し
た
。

握手攻めにあう大倉さん

　
最
後
に
歌
手
で
あ
る
こ
と
も
ア
ピ

ー
ル
。
新
曲
の
「
お
れ
の
娘
も
」
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
コ
ー

ル
に
こ
た
え
て
場
内
に
降
り
て
歌
い
、

握
手
攻
め
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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ド

ム
と
地
元
．
そ
れ
ぞ
れ
で
十
日
町
を
P
R

～

ホ
ツ
ト
ウ
エ
ー
ブ
に
い
が
た
96
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

十
日
町
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
と
の
交
流
会

　
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
の
祭
典
」
ホ
ッ
ト

ウ
ェ
ー
ブ
に
い
が
た
9
6
が
n
月
1
5
日
働
～

17

日
㈲
の
3
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
豊
か
な

自
然
や
多
彩
な
文
化
、
産
業
な
ど
新
し
い

新
潟
の
魅
力
を
首
都
圏
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

県
産
品
の
販
路
拡
大
や
観
光
客
、
企
業
の

誘
致
を
図
ろ
う
と
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
振

興
機
構
」
な
ど
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。　
十
日
町
市
は
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
「
越

後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
」
の
一
員
と
し
て

参
加
。
ク
ロ
ス
ー
0
を
中
心
に
地
元
産
品
の

販
売
や
「
大
好
き
十
日
町
会
」
の
P
R
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
今
年
開
業

し
た
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
か
ら
「
あ

～

て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ

し
て
来
年
開
通
す
る
「
ほ
く
ほ
く
線
」
か

ら
は
「
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
。
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の
P
R

と
合
わ
せ
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
ま
ゆ
工

芸
品
の
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
3
日
間
の
延
べ
入
場
者
数
は
3
0
万
4
千

人
。
中
に
は
市
出
身
者
も
多
く
い
て
、
な

つ
か
し
い
地
元
の
産
品
を
た
く
さ
ん
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」

や
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
の
P
R
ブ
ー

ス
で
は
、
「
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
で
十
日
町

が
ず
い
ぶ
ん
近
く
な
る
。
ぜ
ひ
一
度
出
か

け
て
み
た
い
。
実
家
に
帰
る
の
が
便
利
に

な
り
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
1
6
日
㈹
に
は
、
「
十
日
町
が
大
好
き
な
皆

さ
ん
と
の
交
流
会
」
が
ド
ー
ム
近
く
の
後

楽
園
飯
店
で
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
会
員
・

地
元
会
員
合
わ
せ
て
1
4
0
人
が
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
に
先
き
立
ち
、
同
会
場
で
東
京

十
日
町
会
総
会
が
行
わ
れ
、
庭
野
増
三
会

長
か
ら
涌
井
巽
さ
ん
に
会
長
職
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
田
市

長
か
ら
庭
野
前
会
長
に
感
謝
状
と
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第

5
代
会
長
と
し
て
約
1
7
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
会
の
運
営
や
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
こ

と
、
大
好
き
十
日
町
会
の
会
員
と
し
て
も

会
員
の
拡
大
や
市
の
宣
伝
な
ど
に
多
大
な

功
績
を
残
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

意
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
交
流
会
で
は
ま
ず
、
本
田
市
長
が
「
ほ

く
ほ
く
線
」
の
開
通
で
近
く
な
る
十
日
町

を
P
R
。
乾
杯
の
後
は
、
地
酒
と
そ
ば
な

ど
で
な
つ
か
し
い
よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
で
は
「
大
好
き

十
日
町
会
」
の
P
R
が
行
わ
れ
た
り
、
ミ

ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
柳
さ
ん
に
よ
る
「
ほ

く
ほ
く
線
」
と
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
地
元
の
産
品
が
当
た
る
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
で
は
「
当
た
っ
た
」
「
当
た
ら
な

か
っ
た
」
と
一
喜
一
憂
、
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
十
日
町
市
舞
踊
協

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
十
日
町
小
唄
の
指

導
が
あ
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
参
加

者
全
員
で
輪
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

・一北陸の旅行業者9社を招待～

お
昼
に
ク
ロ
ス
ー
0
に
到
着
し
、

い
さ
つ
、
圏
域
の
説
明
な
ど
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
駅
西
広
場
、
博
物
館
、
星

　
　
　
　
　
　
　
繍
隷
棚

　
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
越
後
妻
有
郷
観
光
協

議
会
」
主
催
に
よ
る
第

2
回
北
陸
地
区
誘
客
懇

談
会
が
1
1
月
6
日
㈱
、

7
日
㈲
の
両
日
、
石
川
、

富
山
、
福
井
の
旅
行
業

者
9
社
を
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、

直
接
北
陸
地
方
に
出
向

い
て
行
っ
た
こ
の
懇
談

会
《
今
年
は
十
日
町
地

域
に
旅
行
業
者
を
迎

え
、
圏
域
内
市
町
村
を

巡
回
す
る
方
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
招
待
業
者
は
、
6
日

　
　
　
　
　
歓
迎
の
あ

　　　
麟難難灘

　　　　　　霧箋i　灘製登額．、譲、嚢　羅購灘　　慧繋　　　羅騰雛

　　　灘　　嚢．、．　懇　　熱　　、i難’

　　　蕪　　，灘　…　欝
　　　1　　　　　　、撞

．轟、灘・　熱
甜膿灘轍の露会．1，．鍵繊

と
森
の
詩
美
術
館
、

ど
を
見
学
し
、

し
た
。

　
翌
7
日
は
、
松
之
山
町
美
人
林
、
津
南

町
竜
ケ
窪
の
池
、
ヒ
マ
ワ
リ
畑
な
ど
を
見

学
後
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
昼
食
兼
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
の
席
上

旅
行
業
者
か
ら
は
「
自
然
の
豊
か
さ
は
申

し
分
な
い
が
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
に

乏
し
い
。
何
か
目
玉
と
な
る
資
源
が
欲
し

い
」
な
ど
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
里
村
の
清
津
峡
、
当
間

高
原
リ
ゾ
ー
ト
を
見
学
し
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　
観
光
協
議
会
で
は
、
「
ほ
く
ほ
く
線
は
来

春
開
業
。
い
や
お
う
な
し
に
北
陸
方
面
の

お
客
様
が
十
日
町
を
通
過
す
る
。
こ
れ
ら

の
人
た
ち
か
ら
一
人
で
も
多
く
十
日
町
に

下
車
し
て
も
ら
う
た
め
、
今
後
と
も
地
域

一
体
と
な
っ
た
P
R
を
展
開
し
て
い
く
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
灘
．
論

　
　
松
代
町
芝
峠
温
泉
な

松
之
山
温
泉
に
宿
泊
し
ま

72



長
い
間
、
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

環
境
衛
生
功
労
で

　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

草野　　宏さん
（山本町1・64歳）

　
草
野
さ
ん
は
、
昭
和
3
8
年
か
ら
新
潟
県

美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
十
日
町
支
部

の
役
員
を
勤
め
、
長
き
に
わ
た
り
環
境
衛

生
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
4
1
年
か
ら
は
同
組
合
の
理
事
、
厚
生
部

長
と
し
て
組
合
員
並
び
に
従
業
員
の
た
め

に
福
利
厚
生
事
業
を
取
り
入
れ
、
積
極
的

に
組
合
の
組
織
強
化
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
も
組
合
の
副
理
事
長
と
し
て
理
事
長

を
補
佐
し
、
経
理
部
長
も
兼
ね
る
な
ど
、

組
合
全
体
の
経
理
指
導
に
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
62
年
に
は
、
社
団
法
人
新

潟
県
理
容
美
容
福
祉
会
館
評
議
員
を
拝

命
、
会
館
の
改
修
工
事
に
尽
力
。
現
在
も

理
事
、
会
計
部
長
と
し
て
施
設
の
発
展
と

理
容
・
美
容
師
の
養
成
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
5
年
に
は
、
新
潟
理

容
美
容
高
等
専
修
学
校
理
事
に
就
任
。
学

校
建
設
と
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

特
に
長
岡
分
校
廃
止
に
伴
う
最
終
処
理
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
こ
れ
ら
理
容
、
美
容

環
境
衛
生
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

青
少
年
育
成
国
民
会
議

　
　
　
　
　
会
長
表
彰表彰を受ける西野会長（写真右）

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
（
西
野

幸
雄
会
長
）
は
、
昭
和
5
5
年
に
設
立
。
5
9

年
に
は
、
各
地
区
の
青
少
年
問
題
協
議
会

を
下
部
組
織
に
し
、
全
市
的
な
組
織
に
改

革
。
現
在
で
は
、
青
少
年
育
成
団
体
の
総

ま
と
め
的
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動

と
し
て
は
、
平
成
7
年
度
に
県
内
初
の
「
有

害
環
境
浄
化
市
民
総
決
起
大
会
」
を
開
催
、

広
報
紙
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
発
行
す
る
な
ど
、

他
の
組
織
の
模
範
に
な
る
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
表
彰
式
は
1
1
月
1
4
日
㈲
、
村
上
市
で
行

わ
れ
た
「
青
少
年
育
成
新
潟
県
大
会
」
の

席
上
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
功
労
で

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰表彰を受ける西野さん（写真右）

　
1
0
月
・
n
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推
進

月
間
」
で
す
。
期
間
中
駅
通
り
町
内
会
が

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

町
内
会
で
は
、
国
民
年
金
事
業
の
推
進
に

積
極
的
に
協
力
し
、
保
険
料
の
納
入
実
績

は
常
に
優
良
で
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
こ

れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
表
彰
状
は
、
H
月
1
5
日
働
市
役
所
に
お

い
て
、
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
長
か
ら

町
内
会
を
代
表
し
て
西
野
和
之
さ
ん
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

国
税
庁
長
官
表
彰
・

　
　
　
　
国
税
局
長
表
彰

　
故
滝
沢
東
湖
法
人
会
長
が
納
税
道
義
の

高
揚
に
対
す
る
功
績
に
よ
り
、
国
税
庁
長

官
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は

11

月
1
日
樹
東
京
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
、
故
人
の
長
男
滝
沢
泰
之
輔

さ
ん
が
代
理
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
青
色
申
告
会
会
長
の
池

田
義
彦
さ
ん
が
8
年
度
国
税
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

十
日
町
チ
ー
ム
が
県
都
市
対
抗
野
球
で
優
勝

　
　
　
～
第
1
回
大
会
以
来
2
1
年
振
り
の
快
挙
～

　
十
日
町
チ
ー
ム
が
、
第
2
2
回
新
潟
県
都

市
対
抗
軟
式
野
球
大
会
で
、
2
1
年
振
り
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
チ
ー
ム

は
、
十
日
町
市
野
球
連
名
に
加
盟
し
て
い

る
チ
ー
ム
で
勝
率
の
最
も
高
い
チ
ー
ム
を

中
心
に
選
手
を
選
抜
し
た
も
の
。

　
中
越
地
区
大
会
は
、
1
0
月
6
日
㈲
加
茂

市
川
西
球
場
で
行
わ
れ
、
1
回
戦
湯
沢
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
7
対
0
の
6
回
コ
ー
ル
ド

で
破
り
、
代
表
決
定
戦
で
は
寺
泊
ビ
ク
ト

リ
ー
を
2
対
0
で
下
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
大
会
で
は
上
越
地
区
代
表
の
松
下
新
井

チ
ー
ム
を
3
対
1
で
撃
破
。
決
勝
戦
で
は
、

中
越
地
区
代
表
の
三
条
ク
ラ
ブ
を
相
手
に
、

延
長
8
回
の
末
、
1
対
0
で
下
し
優
勝
し

た
も
の
で
す
。

　
4
試
合
を
通
し
て
失
点
1
、
パ
ス
ボ
ー

ル
ー
と
い
う
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

羅

優勝報告をするメンバー（市長室）

南
中
男
子
が
県
中
学
校
駅
伝
大
会
を
制
覇

　
　
　
～
市
内
中
学
校
で

　
第
6
回
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

が
1
1
月
1
6
日
㈹
、
新
潟
市
陸
上
競
技
場
発

着
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
男
子
レ
ー
ス
で

南
中
学
校
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
南
中
学
は
、
2
区
の
清
水
で
ト
ッ
プ
を

奪
う
と
そ
の
後
は
1
度
も
後
退
す
る
こ
と

な
く
、
2
位
東
小
千
谷
中
に
1
分
以
上
の

大
差
を
つ
け
、
1
時
問
1
9
分
2
6
秒
の
タ
イ

ム
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男

子
の
部
で
は
中
越
地
区
大
会
を
制
し
た
中

条
中
が
3
位
、
女
子
の
部
で
も
優
勝
の
期

待
が
か
か
っ
た
中
条
中
が
2
位
に
入
り
、

駅
伝
王
国
十
日
町
の
名
前
を
県
内
に
と
ど

ろ
か
せ
ま
し
た
。

　
南
中
は
1
1
月
1
8
日
㈲
、
市
長
室
を
訪
れ

は
初
の
快
挙
～

本
田
市
長
に
優
勝
の
報
告
を
す
る
と
と
も

に
、
1
2
月
2
6
日
㈲
熊
本
市
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

猟勲喚欄一

メンバーは初の快挙にはればれ（新潟市陸上競技場）
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TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　　　　　　　●
今月のテーマは、「地震の備えはだい

じょうぶですか？」です。

　　「こんなことやめてほしい」

　普段の生活の中で“やめてほしい”

と思うこと、なんでも結構です。ぜひ

お寄せください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　12月10日（火》までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

地
震
へ
の
備
え
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
歴
史
的
に
み
て
、
こ
こ
2
百
年
問

ほ
ど
に
わ
た
っ
て
、
十
日
町
市
近
辺

を
取
り
囲
む
よ
う
に
地
震
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
十
日
町
市

近
辺
を
中
心
と
す
る
地
震
ド
ー
ナ
ツ

が
形
成
さ
れ
、
十
日
町
市
域
周
辺
が

地
震
空
白
域
（
ド
ー
ナ
ツ
の
中
心
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
空
白
域
で
地
震
が
発

生
し
た
場
合
M
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

7
か
6
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

嬬づ▼鰻鳶霧
llミ鼠、鉛　〃

（
平
成
7
年
5
月
2
日
、
十
日
町
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
地
震
緊
急

報
告
会
」
よ
り
）

　
こ
の
よ
う
に
、
近
未
来
に
お
こ
り

う
る
地
震
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◎
地
震
の
揺
れ
は
長
く
と
も
一
分
、

　
ま
ず
そ
れ
を
乗
り
切
る
こ
と

の
　
ゆ
．
鰺

　
　
’
錫
，
　
、

　
　
イ
　
　
　
　
コ
　
　
ぱ

　
嘱
・
N
y

や　
、
⑪　
ぐ
、

　
　
グ
、

〃
　
　
　
　
　
N

鹸
　
7

　
　
　
”
諭
ゆ

o》　　‘
　　②雇

ク
グ

爾

〃
・
　
　
　
と

　
褻
の

　
大
揺
れ
の
最
中
に
、
建
物
の
倒
壊

防
止
、
家
具
の
転
倒
防
止
、
安
全
な

場
所
へ
の
避
難
や
火
を
消
す
な
ど
の

行
動
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
各
家
庭
に
あ
っ
て

は
、①
な
る
べ
く
2
階
で
就
寝
す
る
。

②
家
具
類
は
転
倒
防
止
、
落
下
防
止

　
を
行
う
。

③
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
を
す
る
。

　
　
　
　
　
す
じ
か
い

④
建
物
に
は
筋
交
等
の
補
強
を
す
る
。

⑤
非
常
食
（
最
低
3
日
分
く
ら
い
）

　
の
備
蓄

⑥
公
衆
電
話
用
に
1
0
円
玉
（
停
電
時

　
力
ー
ド
は
使
用
で
き
な
い
）
を
用

⑧　　いちばんいいて

神奈川県横浜市南区別所2－23－4－301（市内駅通り出身・34歳）

桂　　歌助さん
（大好き十日町会会員）

羅
鋤
翻
鱗
鞍

舞
撒
縫
雛

　
　
　
　
　
　
　

騰
羅
難

　
雛
溝
，
．
簸

琵
盤
懸
　
　
　
　
　
　
蝶
難
難
繕

　
信
濃
川
を
見
る
の
が
好
き
で
、
小
学
校
の
こ

ろ
か
ら
十
日
町
橋
か
ら
の
水
の
流
れ
を
見
て
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
水
量
は
、
そ
の
日

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
多
い
時
は
吸
い
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
て
怖
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
と
い
う
遠
出
を
す
る
に
は
う
っ
て
つ

け
の
乗
り
物
を
自
由
に
扱
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
と
、
と
に
か
く
一
人
で
知
ら
な
い
所
へ
出
か

け
る
。
つ
ま
り
冒
険
心
が
出
て
き
ま
し
て
、
信

濃
川
を
渡
っ
て
吉
田
や
川
西
ま
で
よ
く
出
か
け

ま
し
た
。
あ
る
時
に
は
、
「
よ
ー
し
十
日
町
橋
の

隣
の
橋
ま
で
行
こ
う
」
と
栄
橋
経
由
で
一
回
り

し
ま
し
た
。
今
じ
ゃ
あ
た
い
し
た
距
離
じ
ゃ
な

い
の
で
し
ょ
う
が
、
初
め
て
の
道
と
い
う
の
は

遠
く
感
じ
ま
し
て
、
夕
方
で
暗
く
な
っ
て
く
る

し
、
雨
は
降
っ
て
く
る
し
、
途
中
は
砂
利
道
で

走
り
に
く
い
し
、
「
こ
こ
か
ら
落
ち
た
ら
死
ん
じ

ゃ
う
な
」
っ
て
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
信
濃
川
に
は
、
川
西
の
発
電
所
に

向
か
っ
て
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
線
路
の
橋
が

　
　
　
　
　
　
さ
く

あ
り
ま
し
た
。
棚
で
渡
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
棚
を
抜
け
て
橋
を
渡
り
、
向
こ

う
岸
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
枕
木
の

問
か
ら
川
が
見
え
る
ん
で
す
。
初
め
は
足
が
す

く
み
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
鼻
歌
ま
じ
り

に
歩
き
ま
す
。
心
の
中
じ
ゃ
本
当
は
怖
い
の
に
、

そ
う
や
っ
て
気
を
紛
ら
す
ん
で
す
。
ス
リ
ル
を

味
わ
い
た
い
年
ご
ろ
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
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意
す
る
。

◎
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　
消
防
等
の
救
助
体
制
は
、
地
震
な

ど
と
同
時
に
起
こ
る
災
害
に
対
し
て
、

す
べ
て
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
医
療
機
関
も
被
災
が
考
え
ら
れ

る
う
え
、
負
傷
者
が
殺
到
し
、
大
混

乱
に
な
る
で
し
ょ
う
。
出
来
る
限
り

自
身
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

”
診
鰯 『　　　露一、辱

麟li難零し

◎
火
事
は
出
さ
な
い

　
普
段
か
ら
地
震
の
際
に
火
を
消
す

習
慣
を
身
に
つ
け
て
お
き
、
耐
震
用

の
燃
焼
機
器
を
使
い
、
消
火
器
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
熟
知
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ガ
ス
の
元
栓
も

閉
め
、
電
気
が
復
旧
し
た
と
き
、
火

災
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
避
難
の
際
の
心
が
け

　
屋
外
で
の
主
な
危
険
は
、
建
物
の

倒
壊
、
看
板
、
ガ
ラ
ス
等
の
落
下
物

で
す
。

　
頭
部
を
保
護
し
な
が
ら
建
物
か
ら

離
れ
る
。
自
動
車
を
運
転
中
に
揺
れ

を
感
じ
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
連
絡
先
の
メ
モ

を
置
き
道
路
左
側
に
停
車
し
ま
す
。

◎
地
震
後
の
生
活

　
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
も
し
冬
期

間
に
大
地
震
が
あ
れ
ば
、
雪
に
よ
る

多
く
の
建
物
の
倒
壊
と
、
寒
さ
と
交

通
渋
滞
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
家
族
の
避
難
場
所
を
決
め
て
お
く

　
大
地
震
が
起
こ
る
と
家
族
が
ま
と

ま
る
の
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
家
族
で
集
合
場
所
を
決
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
集
合
場
所
は
広
域
避
難
所
が
適
当

で
す
が
、
そ
れ
で
も
巡
り
合
え
な
か

っ
た
と
き
の
た
め
に
、
遠
く
の
親
戚

を
連
絡
場
所
に
決
め
て
お
く
の
も
大
．

切
で
す
。

◎
阪
神
淡
路
大
地
震
で
役
立
っ
た

　
ベ
ス
ト
3

ラ
ジ
オ

飲
料
水

懐
中
電
灯

薪
収妊7“

富鹸

一
ノ
1“ 朧櫛讐

　　㌔μ
ゆ・灘

煮
蒼差グh

ヴー

グ
⑳

藝
き
嚢
嚢
壽

鷺
　
き

壕

譲
㎜
　
　
　
鑑
鰯
　
　
毒
霧

響
置
薄
　
　
　
　
藝

圭
萎
惹

由春とは、やりたいと思ったことになんで
F司もチャレンジできることじゃないですか。

今、夢中なのはバレーボールと野球です。ス

ポーツで汗をかいた後の一杯はたまりません。

バレーボールは下条の地域のクラブに参加し

ています。野球は今年、友人たちと「ピスト

ンズ」を編成しました。22歳～23歳の15人の

メンバーがいます。来年からは野球連盟にも

登録して本格的にやろうと計画しています。

性欝謹麓舘肺1濃》藩鰹
とがあって、ちょっと注意しなくちゃね。好

きなタイプというか、いいなあと思う人は、

ショートカットで優しい女性です。

仕戴翻郷鋤肉盤襲縫
す。下島のジャスコ十日町店の天井は、自分

もはったのですよ。内装によって、建物内の

雰囲気がガラリと変わるんで、そこが気に入

っています。

※チームでは2番でショートを守っている小杉さ

　んの紹介で高橋友美さんにリレー。

　　　　〆　　　　ぼり　　　ぴを　　　　ぜの　ヘ

o　．勢〆’　ノ
ト　〆覇〆
㌧19らら

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

盈
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

雪
の
話
題
は
得
意

　
　
　
情
報
発
信
の
柱

　
天
気
図
も
冬
型
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
事
務
所
の
得
意
の
一
つ
は
、

雪
の
話
題
で
あ
り
、
大
事
な
情
報

発
信
の
柱
で
す
。
皆
さ
ん
も
ご
承

知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
国
の

小
学
校
4
年
生
の
多
く
が
、
雪
国

の
暮
ら
し
と
い
う
こ
と
で
、
十
日

町
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
多
く
の
問
い
合
わ
せ
に

こ
た
え
る
た
め
「
雪
国
と
お
か
ま

ち
」
を
発
行
し
て
お
り
、
事
務
所

も
こ
の
宣
伝
に
努
め
て
い
ま
す
。

先
日
も
教
育
関
係
の
新
聞
や
雑
誌

に
記
事
掲
載
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
何
か
と
行
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
1
0
月
下
旬
に
は
、
池
袋
で
U
・

ー
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
潟
県
も
特
別
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
十
日
町
圏
域
か
ら
は
、

当
市
と
津
南
町
が
企
業
と
一
緒
に

参
加
し
ま
し
た
。
直
接
面
談
し
た

数
は
少
な
い
も
の
の
、
全
体
で
は

ー
タ
ー
ン
希
望
者
が
多
い
よ
う
で

す
。
地
元
出
身
で
熱
心
に
U
タ
ー

ン
を
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

随
時
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
津
南
町
の
ブ
ー

ス
は
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
背
景
に
ー
タ
ー
ン

受
け
入
れ
の
実
績
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
1
1
月
初
旬
に
は
、
代
々
木
公
園

一
帯
で
渋
谷
区
民
祭
が
あ
り
、
県

内
か
ら
の
参
加
も
あ
る
と
の
こ
と

で
、
今
後
地
元
商
店
街
が
東
京
で

の
P
R
活
動
を
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
の
参
考
に
も
な
る
と
思
い

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

省
庁
の
県
人
会
か
ら
案
内
を
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
、
ほ
く
ほ
く
線
、

リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、
宣
伝
に
は
こ
と

欠
き
ま
せ
ん
。
ま
た
地
元
か
ら
の

紹
介
で
、
企
業
進
出
の
た
め
の
会

社
訪
問
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
地
元
出
身
で
富
士
山
の
写
真
で

有
名
な
岡
田
紅
陽
氏
を
師
と
す
る

写
真
家
グ
ル
ー
プ
「
紅
陽
会
」
に

も
お
邪
魔
し
、
会
の
行
事
で
も
あ

る
お
墓
参
り
に
も
誘
わ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
ド
ー
ム
で
の
物
産
展
や

大
好
き
十
日
町
会
の
交
流
事
業

も
、
も
ち
ろ
ん
大
盛
況
で
し
た
。
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相談コーナー

①交通事故相談　　　　12月9日（月）

②定例行政相談　　　　12月13日働

③巡回内職相談　　　　12月20日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　12月12日㈲　畑七起弁護士

　12月26日㈲　小林彰弁護士

　午前10時～午後3時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

冬
本
番
、
水
道
管
の

　
　
　
　
　
凍
結
防
止
を
お
願
い
し
ま
す

　
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管

や
蛇
口
が
凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
分
で
、
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
凍
結
防
止
対
策
　
凍
結
し
や
す
い
部
分

に
保
温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も

あ
り
ま
す
）
を
巻
き
ま
す
。
特
に
屋
外
や

軒
下
に
あ
る
蛇
口
は
、
凍
結
し
た
り
雪
で

破
損
し
た
り
し
や
す
い
の
で
、
十
分
保
護

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
も
布
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
で
保
温

し
ま
し
ょ
う
。
指
定
工
事
店
に
相
談
す
る

と
よ
り
完
全
な
凍
結
防
止
が
で
き
ま
す
。

◆
凍
結
し
た
と
き
は
　
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、

そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
破
裂
し
た
と
き
は
　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
て
、
水
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
破
裂
し
た
部
分
に

布
か
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け
る
な
ど
の
応
急

手
当
て
を
し
、
指
定
工
事
店
に
修
理
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
　
留
守
に
す

る
と
家
の
中
が
冷
え
込
み
、
こ
れ
ま
で
凍

結
し
な
か
っ
た
家
屋
で
も
凍
結
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
長
期
間
留
守
に
す
る

と
き
は
水
道
管
が
破
裂
し
た
こ
と
が
分
か

ら
ず
、
多
額
の
水
道
料
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
た
り
、
家
屋
に
被
害
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
期
不
在
の
場
合

は
止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
水
道
局
に
連
絡

し
て
休
止
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
検
針
の
邪
魔
に
な
る
よ
う
な
物
を
メ
ー

タ
ー
の
上
に
置
い
た
り
、
犬
な
ど
を
つ
な

い
で
お
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
メ
ー
タ
ー
が
見
え
る
よ
う
、
定
期
的

に
ボ
ッ
ク
ス
内
の
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
料
を
精
算
す
る

と
き
は
、
引
っ
越
し
の
5
日
前
ま
で
に
水

道
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
水
道
局
事
務
係

か
け
ま
せ
ん
か

辮第7
回
市
芸
術
協
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
覧
会

獲
日
時
H
1
2
月
7
日
ω
・
8
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
8
時
（
8
日
は
5
時
ま
で
）
獺

場
所
H
公
民
館
本
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
篠
作
品

内
容
H
小
作
品
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む

獺
参
考
価
格
H
色
紙
の
場
合
、
額
付
で
1

万
円
程
度
霧
問
合
せ
“
公
民
館
本
館
（
奮

57
1
5
0
1
1
）

12

月
「
子
供
映
写
会
」

獲
日
時
H
1
2
月
1
4
日
ω
午
前
1
0
時
～
籔
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
籔
入
場
料
H
無

料
雛
内
容
H
お
ば
捨
て
山
の
月
、
新
ち
ゃ

ん
が
な
い
た
獲
問
合
せ
”
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
智
5
7
f
8

9
1
8
）

鑑轟騨蝉

浦
川
原
村
か
ら
は
、

ス
ク
リ
ー
ム
」

⑭
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑯

　
　
う
ら
が
わ
ら
ン
・

　
　
　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
ア
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
浦
川
原
村
）

特
産
品
の
「
う
ら
が
わ
ら
ン
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
ア
イ

　
　
　
　
　
　
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
ア
イ
ス
は
村
お
こ
し
の
た
め
、
話
題
性
の
あ
る
特
産
品
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
、
浦
川
原
村
の
独
創
的
な
製
品
で
す
。
お

い
し
い
も
の
を
作
る
た
め
、
野
菜
や
果
物
は
新
鮮
で
上
質
の
も
の
を
使
い
、

地
元
産
や
産
地
直
送
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
全
部
で
2
4
種
類
あ
り
ま
す

が
、
季
節
ご
と
に
常
時
7
、
8
種
類
ほ
ど
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
の
ア
イ
ス
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
後
味
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
果
物
の
中
身
を
く
り
抜
い
て
、
果
実
入
り
の
ア
イ
ス
を
詰
め
た

「
ま
る
ご
と
ア
イ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
オ
レ
ン
ジ
と
レ
モ
ン
の

2
種
類
で
す
。

　
現
在
は
霧
ケ
岳
温
泉
「
ゆ
あ
み
」
の
み
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
カ
ッ
プ
や
宅
配
便
を
使
っ

て
の
販
売
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
う
ら
が
わ
ら
ン
・
コ

シ
ヒ
カ
リ
ア
イ
ス
は
食

品
添
加
物
を
ほ
と
ん
ど

使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
ア
イ
ス
は
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
豊
富

に
含
ん
だ
栄
養
食
品
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

難難
繊
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澗悶1

イ
タ
リ
ア
音
楽
と

　
　
　
　
日
本
の
心
を
歌
う

姉
妹
都
市
コ
モ
市
か
ら
伊
藤
裕
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
、
当
重
茜
さ

ん
共
演
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

霧
目
時
臼
1
2
月
4
日
㈱
午
後
7
時
～
9
時

（
開
場
6
時
3
0
分
）
霧
場
所
H
市
民
会
館

ホ
ー
ル
霧
入
場
料
H
無
料
（
商
工
会
議
所
、

市
役
所
、
各
公
民
館
の
窓
口
に
入
場
整
理

券
が
あ
り
ま
す
）
霧
間
合
せ
H
十
日
町
・

コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
（
商
工
会
議
所

内
智
5
7
－
5
1
1
1
）

◆
心
の
健
康
相
談
　
膨
日
時
”
1
2
月
1
7
日

㈹
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
山
下
医
師
（
中
条

病
院
）
傷
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

の
目
時
H
1
2
月
1
0
日
㈹
・
2
4
日
㈹
午
前
8

◆公営住宅入居者募集

笏募集住宅二①新座県営住宅1戸

（6畳1室・4畳半1室・台所、

12，300円）②黒沢県営住宅3戸（6

畳1室・3畳1室・DK、12，300円）

③谷内丑市営住宅1戸（6畳2室・

5畳1室・DK、29，500円）の募

集期問二11月25日（月）～12月10日㈹

⑫問合せ＝建設課建築住宅係

時
～
1
1
時
移
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
電

話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
問
合
せ
H
十

日
町
保
健
所

◆
ご
存
知
で
す
か
？
医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
　
こ
の
制
度
は
、
医
薬
品
副
作

用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
法
に

基
づ
く
公
的
制
度
で
す
。
制
度
の
し
く
み

を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
請
求
用

紙
を
無
料
で
送
り
ま
す
。
笏
申
込
み
H
医

薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査

機
構
（
奮
03
1
3
5
0
6
－
9
4
1
1
）

◆
雪
国
と
お
か
ま
ち
販
売
し
て
ま
す
　
全

国
各
地
の
小
学
4
年
生
が
冬
の
十
日
町
の

暮
ら
し
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
の
参
考

書
に
な
れ
ば
と
、
「
雪
国
と
お
か
ま
ち
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
直
接

企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
笏
価
格
H
2
千
円
（
送
料
別
）
※

市
内
は
郵
送
不
可

◆
第
1
0
回
十
日
町
生
そ
ば
ま
つ
り
「
そ
ば

処
め
ぐ
り
賞
」
当
選
者
　
▼
瀬
波
温
泉
「
大

観
荘
せ
な
み
の
湯
」
”
庭
野
定
磨
さ
ん
（
新

座
2
）
▼
岩
室
温
泉
「
ゆ
も
と
や
」
”
原

八
十
生
さ
ん
（
長
岡
市
）
▼
水
上
温
泉
「
旅

館
た
に
が
わ
」
“
風
間
サ
ト
さ
ん
（
長
里
）

▼
越
後
湯
沢
温
泉
「
松
泉
閣
花
月
」
”
新

保
崇
さ
ん
（
小
千
谷
市
）

◆
N
T
T
交
換
機
切
替
え
工
事
　
最
新
型

デ
ジ
タ
ル
交
換
機
切
替
え
工
事
の
た
め
、

飛
渡
地
区
（
市
内
局
番
5
9
局
）
で
数
分
間

電
話
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
通
話

中
の
場
合
は
切
断
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
傷
日
時
H
1
2
月
1
1
日
㈱
お
昼

0
時
3
0
分
纏
間
合
せ
“
N
T
T
六
日
町
営

業
支
店
（
盈
0
2
5
7
1
7
0
1
9
0
3
1
）

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
生
徒
募
集
笏
資

格
H
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
、
1
5
歳
以

上
1
7
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
9
年
3
月
中

学
卒
業
者
含
む
）
笏
受
付
期
間
H
平
成
8

年
1
1
月
1
日
～
9
年
1
月
4
日
笏
ー
次
試

験
且
平
成
9
年
1
月
5
日
㈲
笏
特
典
目
①

次
の
高
校
の
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

（
陸
上
要
員
”
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
、

海
上
要
員
u
広
島
県
立
西
高
校
、
航
空
要

員
“
私
立
科
学
技
術
高
校
）
②
給
与
（
月

額
1
5
万
1
千
5
百
円
）
笏
間
合
せ
H
自
衛

隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
（
盈
0

2
5
8
－
3
3
－
0
2
5
6
）

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
年
金
教
育
資
金
貸
付

笏
融
資
金
額
H
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

（
厚
生
年
金
保
険
加
入
の
人
髄
百
万
円
以

内
、
国
民
年
金
加
入
中
の
人
H
5
0
万
円
以

内
）
の
利
率
H
年
3
・
1
％
（
1
1
月
1
1
日

現
在
）
の
返
済
期
間
“
8
年
以
内
（
据
置

期
間
は
在
学
期
間
で
最
長
4
年
）
笏
申
込

み
“
新
潟
県
年
金
福
祉
協
会
（
盈
晒
－
盟

ー
6
8
0
0
）

◆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国
民
金
融
公
庫
）

霧
融
資
限
度
額
“
1
5
0
万
円
の
利
率
H

年
3
・
1
％
（
1
1
月
1
1
日
現
在
）
公
庫
史

上
最
低
の
全
利
（
固
定
）
笏
融
資
期
問
H

8
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
及
び
母
子
家

庭
の
人
は
1
年
の
延
長
可
、
据
置
期
間
は

在
学
期
間
内
た
だ
し
最
長
4
年
）
笏
間
合

せ
H
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
盈
0
2

5
8
1
3
6
1
4
3
6
0
）

◆
小
型
ボ
イ
ラ
ー
特
別
教
育
講
習
会

窃
日
時
H
平
成
9
年
1
月
1
6
日
㈲
・
1
7
樹

の
場
所
H
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
長

岡
市
住
吉
町
3
－
1
－
1
）
傷
受
講
料
H

⑯

下
条
地
区
社
会
福
祉
会

　
下
条
地
区
社
会
福
祉
会
は
、
平

成
4
年
8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

組
織
は
下
条
地
区
公
民
館
長
の
村

山
里
司
さ
ん
を
会
長
と
し
、
地
区

振
興
会
、
民
生
児
童
委
員
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
等
の
各
種
団
体

か
ら
の
代
表
者
2
1
人
と
各
行
政
区

か
ら
の
代
表
者
2
8
人
、
合
計
4
9
人

の
代
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

（
任
期
2
年
）
。

　
代
議
員
か
ら
は
、
年
1
回
、
総

会
に
代
わ
る
代
議
員
会
で
事
業
計

画
、
予
算
・
決
算
の
審
議
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
役
割
の

異
な
っ
た
①
総
務
②
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
③
環
境
④
広
報
の
四
つ

の
い
ず
れ
か
の
専
門
部
会
に
属
し
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
主
な
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
平
成
6
年
8
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
34
人
の
調
理
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
1
7
人
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

1
回
当
た
り
4
0
食
の
夕
食
を
月
2

回
届
け
て
い
ま
す
。
届
け
先
は
、

下
条
地
区
の
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
等
の
世
帯
で
、

配
食
を
希
望
す
る
世
帯
で
す
。

■
福
祉
協
力
員
研
修
会
兼
懇
談
会

　
下
条
地
区
で
は
、
4
5
人
の
福
祉

協
力
員
が
民
生
児
童
委
員
の
担
当

地
区
の
各
町
内
か
ら
選
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
協
力
員
の
資
質
向
上
と
、

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
を
密
に

す
る
た
め
、
研
修
会
兼
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
み
よ
し
の
湯
で
1
日
過
ご
す
会

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
6
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、

下
条
地
区
在
住
で
6
5
歳
以
上
の
単

身
高
齢
者
で
す
。
下
条
温
泉
み
よ

し
の
湯
に
集
い
、
一
杯
飲
み
な
が

ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で

い
た
だ
く
事
業
で
す
。

■
広
報
「
ふ
れ
あ
い
下
条
」
発
行

　
1
0
人
の
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
、
社
会
福
祉
会
の
事
業
や
、
地

域
に
密
着
し
た
福
祉
情
報
な
ど
を

ま
と
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
発

行
は
隔
月
ご
と
で
、
下
条
地
区
全

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
共
催
事
業

　
地
区
の
各
種
団
体
、
公
民
館
主

催
の
「
下
条
地
区
敬
老
会
」
「
ふ
る

さ
と
健
康
あ
る
き
ん
ぐ
」
等
の
事

業
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
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（

剛”月■〆6間悶1

7
千
円
（
教
材
代
別
）
●
定
員
“
5
0
人
（
先

着
順
）
●
申
込
み
⊥
丁
蜘
新
潟
市
東
万
代

町
1
1
3
0
新
潟
東
万
代
ビ
ル
2
階
日
本
ボ

イ
ラ
i
協
会
新
潟
支
部
（
盈
幡
－
踊
1
7

5
3
5
）

加
し
ま
せ
ん
か

盟
臨
懸

96

経
営
能
力
強
化

，

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
v
o
L
4

獺
目
時
H
1
2
月
1
0
日
㈹
午
後
4
時
～
6
時

（
3
時
3
0
分
受
付
開
始
）
膨
場
所
H
ク
ロ

ス
ー
0
獺
講
師
H
上
田
晃
氏
（
志
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
）
雛
テ
ー
マ
“
松
下
幸
之
助
に

学
ぶ
「
志
高
く
生
き
る
」
雛
入
場
料
H
無

料
（
た
だ
し
、
会
場
設
営
の
た
め
電
話
・

F
A
X
に
て
要
予
約
）
雛
申
込
み
ロ
ク
ロ

ス
ー
0
（
智
5
7
1
2
3
2
3
・
F
A
X
5
2
1

4
4
9
7
）

壮
ハ
立
（
と
も
だ
ち
）

　
セ
ミ
ナ
ー
h
十
日
町

纏
日
時
“
1
2
月
8
日
㈲
午
後
1
時
～
3
時

30
分
猶
場
所
“
公
民
館
本
館
縫
参
加
費
H

無
料
雛
定
員
H
6
0
人
（
先
着
順
）
繊
内
容

H
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
雛
申
込
み

”
公
民
館
本
館
（
費
5
7
1
5
0
1
1
）

え
趨
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

灘
日
時
目
1
2
月
1
7
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
繊
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
篠
内
容
”
ク
リ
ス
マ
ス
の
お

も
て
な
し
料
理
篠
参
加
費
H
5
百
円
（
当

日
持
参
）
膨
定
員
“
1
5
人
（
先
着
順
）
籔

持
参
す
る
物
H
エ
プ
ロ
ン
灘
申
込
み
“
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客
様
セ
ン
タ

ー
（
智
52
i
3
1
0
7
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
8
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室
〉

●
日
時
H
1
2
月
1
日
・
8
日
・
1
5
日
・
22

日
・
平
成
9
年
1
月
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日
・

2
月
2
日
・
9
日
の
各
日
曜
日
●
場
所
“

総
合
体
育
館
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
●
資
格
H

小
・
中
学
生
●
参
加
費
H
千
円
●
申
込
み

1ー

サ
ッ
カ
ー
協
力
事
務
局
庭
野
和
浩
（
智

57
－
8
3
5
7
）
※
ボ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
ズ

等
は
各
自
持
参
の
こ
と

〈
冬
こ
そ
泳
ご
う
会
員
募
集
〉

も
う
す
ぐ
長
い
冬
。
ス
イ
ミ
ン
グ
に
通
っ

て
か
ら
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
っ
た
、
丈

夫
に
な
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
⑫
期
問
”
1
1
月
1
日
樹
～
1
2
月
2
8
日

ω
⑫
申
込
み
H
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
5
8
1
3
3
4
3
）

〈
屋
外
体
育
施
設
の
閉
場
〉

屋
外
体
育
施
設
は
、
n
月
3
0
日
㈹
を
も
っ

て
閉
場
し
ま
す
。
な
お
、
降
雪
等
に
よ
り

閉
場
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
⑫
問

合
せ
H
総
合
体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）

＝

〈飲酒運転を追放しましょう》

（）累計10月中の交通事故発生状況

年 発生件数 負傷者数 死養数

十日町市
8年 25（198） 36（234） 2（3）

7年 23（158） 23（180） 1（5）

〈運動のスローガン》

　死亡事故等の重大事故につながる飲酒運

転を、家庭、職場、地域ぐるみで追放しま

しょう。

「飲んだら乗るな

　　　乗るなら飲むな」

ハ
％ 　
、

）
働
＾
ノ
『

つよ～い

信念が
　一番／

0
◎

（
（
》

　
絶

　
、
　
4

　
貞
．

’

Q

入
浴
の
通
は
健
康
の
通

　
寒
く
な
る
と
ど
う
し
て
も
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
、
疲
労
も
た

ま
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
疲
労
が
た
ま
る
↓
や
る
気
が
出

な
い
↓
運
動
不
足
↓
肥
満
・
成
人

病
・
老
化
…
…
悪
循
環
の
方
程
式

や

さ
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
．
．
．
．
．
．

　
運
動
不
足
の
解
消
は
、
ま
ず
、

や
る
気
か
ら
。
疲
労
を
残
さ
ず
リ

フ
レ
ッ
シ
ョ
し
て
次
の
日
の
朝
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

目
的
別
の
入
浴
法

①
身
体
的
疲
労
の
回
復

　
　
4
3
℃
程
の
熱
め
の
湯
に
1
0
分

　
間
く
ら
い
入
る
と
、
疲
労
物
質

　
を
取
り
除
き
、
コ
リ
や
痛
み
を

　
と
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。

②
運
動
不
足
の
解
消

　
　
4
3
℃
程
の
湯
に
3
～
4
分
、

　
出
た
り
入
っ
た
り
を
繰
り
返
す

　
と
、
心
拍
数
が
上
下
し
て
軽
い

　
運
動
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
肩
コ
リ
の
解
消

　
　
4
2
℃
程
の
熱
め
の
湯
に
で
き

　
る
だ
け
長
く
ひ
た
る
と
、
血
行

　
を
促
進
し
新
陳
代
謝
を
高
め
て
、

　
肩
の
筋
肉
に
た
ま
っ
た
疲
労
物

　
質
を
取
り
除
き
ま
す
。

④
精
神
的
疲
労
の
回
復

　
　
3
9
～
4
0
℃
の
湯
に
1
0
～
2
0
分

　
間
く
ら
い
入
る
と
、
精
神
を
リ

　
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

⑤
血
圧
を
下
げ
る

　
　
3
9
℃
程
の
湯
に
1
5
分
く
ら
い

　
つ
か
る
と
、
い
っ
た
ん
血
圧
が

　
上
昇
し
ま
す
が
、
や
が
て
毛
細

　
血
管
が
拡
張
し
、
、
血
行
が
よ
く

　
な
り
血
圧
が
さ
が
り
ま
す
。

⑥
ス
ト
レ
ス
の
解
消

　
　
38
℃
程
の
ご
く
ぬ
る
め
の
湯

　
に
2
0
～
3
0
分
ゆ
っ
く
り
と
つ
か

　
る
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
ス
ト
レ

　
ス
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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胃
が
ん
・

　
　
　
　
乳
が
ん
検
診

　
申
し
込
み
を
し
て
、
ま
だ
未
受
診
の
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
人
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
②
問
合

せ
“
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

爾実時同も診検んが腸伏診検んが目同
※
4
0
歳
以
上
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

月日（曜） 受付時間 実施会場

12月3日（火》

午前8時～
　10時30分

保　　健

センター

12月5日休》

12月11日㈱

12月12日（木）

12月16日（月）

12月17日（幻

乳がん検診
月日（曜） 受付時間 実施会場

12月3日（火》

午後

1時30分～

　2時20分

保　　健

センター

12月10日（幻

12月12日休）

12月17日（幻

12月19日休〉

※
30
歳
～
5
9
歳
の
女
性
で
あ
れ
ば
受
診
で

き
ま
す
。

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

　
人
間
の
歯
は
、
大
人
で
器
本
（
親
し
ら

ず
を
除
い
て
）
は
え
て
い
ま
す
。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ
て
、
こ
の

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
少
な
く

と
も
2
0
本
は
、
し
っ
か
り
残
っ
て
い
な
い

と
「
食
事
を
思
う
よ
う
に
と
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
　
戦
前
に
比
べ
、
人
間
の
寿
命
は
2
0
年
以

上
延
び
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歯
の
寿
命
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
つ
ま
り
、
歯
の
な
い
人

生
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ワ
ニ
の
よ
う
に
、
い
く
ら
で
も
代
わ
り

の
歯
が
出
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
本
抜

け
て
も
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
人
間

の
歯
は
、
む
し
歯
に
な
っ
た
り
抜
け
て
し

ま
っ
た
り
す
る
と
、
決
し
て
元
に
戻
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
あ
る
も
の
を
、
い
か
に
長
く
使
う
か

が
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

は
ち
ょ
う
ど
石
油
資
源
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
い
か
に
有
効
に
使

う
か
、
自
分
の
歯
の
大
切
さ
を
今
考
え
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

むし歯のないよい歯の子
　10月の3歳児健診を受けた子37人

者
夫
徳
夫
弘
正
行
夫
光
男

護
保
忠
博
節
和
幸
佳
英
正
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
池
　
4
1
1
3
4
2
東

住
天
原
驚
欝
腱
掛
．

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　

（
　
　

（

褥
湖
織
季
．
央
，
里
．
帆
董

の
　
し
詩
舞
み
巳
な
奈
い
衣
り
里
春
恵

歯
　
　
　
沢
ゆ
由
　
あ
亜

凝
口
海
根
津
田
日
嶋
田
上

　
、
井
小
高
大
池
春
宮
藤
野

2月の休日救急医

医院（神明町）盈52－3269

病院（津南町）盈6H161

医院（袋町中）盈52。2174

病院（北原）智57－3018

医院（寿町4）智52－2711

病院（津南町）智65－3161

医院（四日町新田1）盈57－6100

　天皇誕生日

科医院（田中町本通り）智52。2403

病院　（中里村）鱈63－2111

医院（四日町新田1）盈57－6100

科医院（山本町1）盈52－7066

励
囎
㍊
鼎
輪
騨
響
獣
欝
響
瀦

12月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

4日

㈱

午後1時10分

・～1時45分

5年6月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

11日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
7年6月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならぴに

育児学級

ユ8日

㈱

午後1時10分

　～1時30分
8年8月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
10日
（火）

午前9時30分

～10時15分

6年6月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

18日

㈱

8年2月
生まれの乳児

麟講希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年7月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。1月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、12月15
　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま
で連絡してください。

12月の健康相談

会　場 期日 時　　　間

保健センター 2・9・16日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

10日㈹

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

19日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 荘

20日㈹

午前9時～11時30分
水沢地区公民館

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館 午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

12月の献血車
◆受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　14日出（終日）ライオン堂

　　　　　15日（日）（〃）妻有ショッピン

　　　　　　　　　　　　グセンター

◆成分献血　4日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　18日㈱（〃）十日町市役所
＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　1100年ころにコモ湖玉で繰り広げられた船の合戦を再現

した「ラリオ（コモ湖の別名）の船のフェスタ」が、1950

年代から始まり、私たちは当時を思い出していました。ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんしコッロビェッサ（敵船の胴体部を突き破るための船嗜付き

の船）、バルボータ（杭打ち機、投げ槍り付きの大きな船）、

カンゼッラ（敵船を追跡する小さくてスピードの速い船）、

スキフォ（上官や負傷兵を輸送するための船）と言われる

船が航行し、美しいコモ湖や湖岸では、血で血を洗う悲惨

な戦闘が行われていたわけです。勝利者は、敗北者のすべ

ての物を破壊し尽くしました。

　フェスタ当日の午前、何本もの古い当時の旗が飾られた

　　難灘』

　　　　P

　　　1

，繕寒1

繍譲灘、灘
騰灘　騰轍徽懲旗恭飾ぢ卿テ…スヨ彪ロ自エ拐肪
　∴　　　灘

船が湖上に浮かび、時代衣装をまとった戦士たちが湖岸を

行進します。そして午後、いよいよ合戦が再現されます。

合戦はトーナメント方式で行われ勝利者を決めます。しか

し、現在は航行できる当時の船を見付けだすことは難しく、

また船を維持する経費も大変なため、コモ地方の古い時代

を思い出させてくれる貴重なフェスタは消滅してしまいま

した。フェスタを知っている私と同世代の多くのコモ市民

は、とても残念に思っています。

　　　　　　　　　　〈コンチェーザ・ジャッニ記〉
※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

実話！？
総合マクト

　ヨ　ツ

焼…

》

．、ぐ灘需

ト
、

　　　　紛
壺卸｝ス

w伽

00000
（
び

！

～

ξ

与
年
や
ぞ
レ
ぎ
う

自
令
航
縄
し
い
δ
－
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

劇蓼遙

慧
　
づ
曳
尋

　
　
嫡
難
難
制

スクールNOW

地域の食生活と伝統芸能に学・ぶ

　　　　　赤倉小学校

漏．8

饗遡¶　
　
　
　
　
　
　
＾
”
”
撃
一
…
2

　
覇
欝・

鰍

　　　
撒灘

璽をしっかり見つめ、地域を大切にする子供

　，、難．を青てたいと考えています。また、外国の

　・．文化に関心を持ったり、理解したりするこ
騨との大切さも気づかせたいと考えていま丸

　き

麟今薫鐙蕪む協臨．人
　　　前に出ても物おじしなくなりました。また、

　　　地域の人々の知恵に目を向け、すばらしさ

　　　に気づくようになりました。

1　　　地域との関わりの中で進める教育活動は、

　赤倉小学校では、地域素材の教材化を行

い、教育活動に生かしています。

　その一つが、あわ・ひえ・そばの栽培活

動と調理までの一連の過程を、地域のお年

寄りの皆さんに学ぶ活動です。

　二つ目が、400年の伝統を持つ赤倉神楽の

伝承活動です。

　三つ目が、ミティラー美術館との関わり

の中で進める国際交流活動です。

　これらの活動を行うことで、地域の実情

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
つ
い
先
日
、
頼
り
に
し
て
い
た
先
輩

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
大
ら
か

で
何
で
も
話
せ
る
人
で
し
た
。
困
っ
た

時
や
、
苦
し
い
時
に
、
よ
く
愚
痴
を
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
健
康
時
は
酒
も

も
飲
み
、
タ
バ
コ
も
吸
い
、
達
筆
で
歌

の
上
手
な
人
で
し
た
。
今
回
特
集
の
社

会
福
祉
事
務
所
の
仕
事
の
先
輩
で
し
た
。

来
所
さ
れ
た
人
の
相
談
に
際
し
て
、
ま

た
家
庭
を
訪
問
し
た
際
に
、
じ
っ
く
り

と
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
相
手
の
心
を
見
抜
く
術
も
知
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
頼
り

に
し
て
い
た
先
輩
で
し
た
。
私
た
ち
が
、

か
か
わ
っ
て
い
た
当
時
と
比
べ
て
随
分

と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
き
て
い

ま
す
。
「
真
に
相
談
を
必
要
と
す
る
皆
さ

ん
は
遠
慮
せ
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
」
。
そ
ん
な
気
持
ち
の
先
輩
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
・

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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